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第232図　第126－A・B号住居跡実測図
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第233図　第126－A号住居跡出土遺物実測図

二 0　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　－」

第126－B号住居跡（第232図）

位置　調査3区中央部，Klla6区。

重複関係　第126－A号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　壁が残存しておらず，規模も平面形も不明であるが，竃の位置と床から，一辺約［2．60］mの

方形と推定される。

主軸方向　N－370－E

壁　第126－A号住居跡による掘り込みなどにより，残存していない。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

竃　北東壁推定ラインに付設されている。規模は，長さ100cm，幅75cmである。天井部は崩落し，残存してい

ないが，両袖部の一部が残り，砂混じりの灰色粘土で構築されている。火床部は楕円形に10cmほど掘りくぼ

められ，火熟を受けて赤変している。煙道は火床から緩やかに立ち上がっている。

竃土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・粘土粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・粘土小ブロック少量

3　暗赤褐色　焼土粒子多呈

4　黒褐色　焼土粒子中量，粘土粒子少量
5　暗褐色　粘土粒子多量

6　黒褐色　焼土粒子・粘土粒子少量

覆土　単一層からなり，自然堆積である。

土層解説

5　黒褐色　ローム粒子・煉土粒子・粘土粒子微量

7　暗褐色　粘土粒子多量

8　暗赤褐色　焼土粒子・煉土小ブロック多量
9　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

10　極暗褐色　焼土粒子中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量

11黒褐色　焼土粒子・粘土粒子少量
12　赤褐色　粘土粒子多量，焼土粒子少量

遺物　土師器片53点，須恵器片3点が出土している。6と8の土師器の高台付杯が竃右手前の覆土中から，7

の土師器の高台付坪と9の土師器の要がそのすぐ南東側の床面直上から，5の土師器の高台付杯が南東部の

床面直上から出土している。

所見　本跡は遺構の残存状態が良好ではないが，時期は出土遺物から平安時代と思われる。

第126－B号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（印） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第234図 高台付坪 A ［1 3．6］ 平底に 「ハ」の字状に開く高台が付 休部内面へ ラ磨 き。休部外面ロタロ 砂粒 ・長石 P 448

5 土　 師　 器 B （5．1） く。休部は内攣して立ち上が り，口 ナデ。休部外面下半へラ削 り。底部 にぷい褐色 40％

E （0．7） 綾部はわずかに外反する。 回転へラ削 り。内面黒色処理。 普通 床直
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第234図　第126－B号住居跡出土遺物実測図

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第234図 高 台付坪 B （5．3） 平底 に 「ハ 」 の字状 に開 く高 台が付 休 部 内面へ ラ磨 き。 休部外 面 ロ クロ 砂 粒 P 449

6 土　 師　 器 D　 6．5 く。休 部 は内管 して立 ち上 が る。 ナ デ。休 部外 面下半 へ ラ削 り。 底部 にぷ い黄橙 色 60％

E　 l．0 回転 へ ラ削 り。内面 黒色処理 。 普 通 覆土 中

7

高台付 坪 A ［13．4］ 平 底に 「ハ」 の 字状 の高台 が付 くと 内面 へ ラ磨 き。休 部外 面 ロ タロナデ。 砂粒 ・ノヾ ミス ・長 石 P 451

土　 師　 器 B （5．0） 推 定 され る。 休部 は 内野 して立 ち上 にぷ い黄橙 色 30％

が り， ロ綾部 は わずか に外反 す る。 普通 床 直

8

高 台付 坪 B （4．0） 底部 ，体部 下 半破 片。平 底に 「ハ」 内面へ ラ磨 き。休部 外面 ロ タ ロナ デ。 砂粒 ・長石 ・パ ミス P 45 2

土　 師　 器 D　 6．7 の字状 に 開 く高台 が付 く。休部 は内 休 部外 面下半 へ ラ削 り。 底部 回転糸 橙色 20％

E　 l．5 攣 して立 ち上 が る。 切 り。 普通 覆土 中

9

璽 A ［18．6］ 口綾部 ，休 部上 半破 片。休 部は 内攣 口綾 部， 頸部 内 ・外 面横 ナデ。 砂 粒 ・雲 母 ・石英 P 453

土　 師　 器 B （6．9） して立 ち上 が り， 上位 に最 大径 を持 灰 褐色 5 ％

つ。頸 部は 「く」の字 状 に外反 し，

端 書βは 断面三 角 形に な る。

普 通 床 直

図版 番号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （m ） 厚　 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第234図10 石　　　 像 （2．2） 1．6 0．4 1．0 チ ャ ー ト 擾土 中 Q 30　　　　　　　 80％
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（4）時期不明

第5号住居跡（第15図）

位置　調査2区東部，K15j3区。

重複関係　本跡は9　第1号住居跡の北東コーナー部を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　本跡の北側3分の2は調査区域外に延びており9　規模や平面形は明確でないが，一辺が3。40m

の方形と考えられる。

量軸方向［N－180－W］

壁　壁高は15～39cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固められている。

ピット　Plは長径37eIu，短径32cmの円形，深さ21cmで，主柱穴と考えられる。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック少鼠　焼土中ブロック少量　　3　暗褐色　ローム粒子中鼠　焼土中ブロック微巌
2　黒褐色　ローム粒子中鼠　焼土中ブロック微量

遺物　土師器片2点が出土している。

所見　時期は9　本跡に伴う遣物がないため不明であるが，第1号住居跡より新しいことから古墳時代以降と考

えられる。

第膵号佳贋跡（第135図）

位置　調査3区西部，KlOe7区。

重複関係　本跡は，第16号住居跡と南壁の東側を第3号土坑に掘り込まれているので，本跡の方が古い。

規模と平面形　本跡の西側4分の3が調査区城外に延びており，更に，第16号住居跡，第3号土坑と重複して

いるので，規模や平面形は明確でないが9　残存している壁や床から長軸［4。90］m，短車由（2634）mの方形

または長方形と考えられる。

主軸方向　N－18rl－W

壁　南壁から東壁にかけて一部が残存している。壁高は34cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，南壁付近の一部が踏み固められている。

覆羞　4層からなる自然堆積である。

土層解説

21暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子少量 23　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

22　極暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微鼠　炭化粒子少量　　　　　　24　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

遺物　土師器片103点が出土しているが，いずれも廃絶後の流れ込みである。

所見　時期は，本跡に伴う遣物がないため不明であるが，第16号住居跡より古いことから古墳時代，またはそ

れ以前の住居跡と考えられる。

第23号住居跡（第39図）

位置　調査3区西部，Kllcl区。

重複関係　本跡は第21号住居跡を掘り込んでいるので9　本跡が新しい。

規模と平面形・本跡の北側5分の4が調査区域外に延びており，規模や平面形は明確ではないが，残存する壁
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や床から長軸3．16m，短軸（0．60）mの方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－14。－W

壁　壁高は39cmで外傾して立ち上がる。壁溝は南壁下に確認され，上幅7～21cm，下幅2－10cmである。

床　全体的に平坦で，南壁から中央部にかけて踏み固められている。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

28　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量

29　暗褐色　ローム小ブロック少畳，ローム粒子少量，炭化粒子少呈

30　極暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量
31黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック微量，炭化粒子少量

32　極暗褐色　ローム小ブロック微量，焼土小ブロック少量，炭化物少量

33　暗褐色　ローム塞立子少量，焼土小ブロック微量

遺物　土師器片34点，土製品1点が出土している。1の土製勾玉が，覆土中か

ら出土している。

所見　時期は，本跡に伴う出土遺物がないため不明であるが，第21号住居跡よ

り新しいことから，古墳時代以降と考えられる。

第23号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　2cm

」⊥・」

第235図　第23号住居跡出土

遺物実測図

図版 番号 種　　 別

計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　 さ （m ） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第235図 1 土 製 勾 玉 2．8 1．5 0．8 0．1 （3．0） 覆土 中 D P 7　　　　　　　　　　　 90％

第43号住居跡（第236図）

位置　調査1区の北部，F13e7区。

重複関係　本跡は第6号溝に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　第6号溝に掘り込まれ床の一部だけしか確認でき

なかったため，規模や平面形は不明である。

主軸方向　不明

床　残存する床は踏み固められており，平坦であったと考えられ

る。

遺物　土師器片25点，須恵器片6点が出土しているが，本跡に伴

う遺物はない。

所見　時期は，本跡に伴う出土遺物がないため不明である。
0　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

第236図　第43号住居跡実測図

第45号住居跡（第46図）

位置　調査1区の北部，F13f7区。

重複関係　本跡は第44号住居跡を掘り込み，第46号住居跡に掘り込まれているので，第44号住居跡より新しく，

第46号住居跡より古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸［4．25］m，短軸［3．70］m

の方形である。
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量軸方向　N－50－W

壁　残存する壁高は3cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。

覆土10層からなり，自然堆積である。

土層解説

8　暗褐色　ローム小ブロック徴鼠　ローム粒子少量　　　　　　14　暗赤褐色　ローム粒子微量，焼土中ブロック多量

10　暗褐色　ローム粒子微鼠　炭化粒子少量　　　　　　　　　　15　黒褐色　ローム粒子微鼠　焼土粒子微量

11暗褐色　ローム中ブロック少鼠　ローム粒子少量　　　　　　　21極暗褐色　ローム粒子微量

12　黒褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　22　黒褐色　ローム粒子少量

13　暗褐色　ローム小ブロック微鼠　ローム粒子微量　　　　　　　23　暗褐色　ローム小ブロック少量

遺物　土師器片57点が出土しているが，本跡に伴う遣物は出土していない。

所見　時期は，本跡に伴う遣物がないため不明であるが，第46号住居跡より古いことから，古墳時代後期9　ま

たはそれ以前と考えられる。

第掴号住居跡（第127図）

位置　調査1区の中央部，G13i5区。

重複関係　本跡は第83号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸3。33m，短軸（3。15）m

で，方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－93。－E

壁　壁高は2cmほどで，外傾して立ち上がる。壁溝は，西壁下から北壁下にかけて確認され，上幅8～23cm，

下幅3～5cm，深さ2cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　東壁中央部よりやや南寄りに構築されているが言排作による撹乱を受けており，ほとんど残存しておらず，

掘り方だけを確認した。

竃土層解説

1　赤褐色　焼土粒子多鼠　粘土粒子微量，灰粒子微量

2　極暗褐色　焼土粒子少鼠　炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは径30cmの円私　深さ24cmである。P2は径23cmの円私　深さ30cmで，いずれも

主柱穴と考えられる。床面を丁寧に精査したが，他のピットを確認することはできなかった。

覆土　7層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　窯褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微量，粘土粒子微量　　　　　　5　暗褐色　ローム粒子中量

2　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少鼠　焼土粒子微量　　6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，粘土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　極暗褐色　ローム小ブロック微鼠　焼土中ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少鼠　粘土粒子微量

遺物　土師器片106点，須恵器片3点が出土している。1の紺と2の土師器鉢が覆土中から出土している。

所見　時期は，本跡に伴う遺物がないため不明であるが，第83号住居跡より新しいことから，平安時代と考え

られる。
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第237図　第84号住居跡出土遺物実測図

第84号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l－十・一・・i

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第237図 柑 B（3．6）底部から休部中位にかけての破片。休部外面へラ削り。内面へラナデ。砂粒・長石・スコP311

1 土　師　器C　3．5 底部平底。休部は内攣して立ち上が リア，橙色 20％

る。 普通 覆土中

2

鉢 A［16．0］休部上位から日経部にかけての破口綾部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・雲母 P564

土　師　器B（4．2）片。休部上位は直立し，日録部に至タロナデ。 にぷい橙色 5％

る。 普通 覆土中

第87号住居跡（第238図）

位置　調査1区の中央部，G13j5区。

重複関係　本跡は第75号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸4．10m，短軸（2．91）m

で，方形または長方形と考えられる。

第238図　第87号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿－⊥＿＿　　！



主軸方向　N－10－E

壁　壁高は31cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，西壁下から確認され，上幅19－29cm，下幅6～14cm，深さ

3cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，竃から中央部にかけて踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されているが，耕作による撹乱を受けており，掘り方だけを確認した。煙道部から焚口

部まで94cm，火床部は床面を3cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。

竃土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量　　　3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

2　赤褐色　焼土粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，粘土粒子少量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径19cmの円形，深さ47cmである。P2は長径29cm，短径26cmの楕円形，深さ35

cmで，主柱穴と考えられる。P3は長径24cm，短径20cmの楕円形，深さ25cmである。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，粘土粒子微墨

3　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片305点，須恵器片3点が出土している。1の土師器甑が

覆土中から出土している。 〇一』土＝］
0　　　　　　5cm

所見　時期は，本跡に伴う遺物がないため不明であるが，第75号住居跡　第239図　第87号住居跡出土遺

より古いことから，平安時代以前と考えられる。

第87号住居跡出土遺物観察表

物実測図

図版番号 器　　 種 計漸値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第239図 甑 長さ5．5 把手部破片。中央から折れ，先端部 把手外面へラ削り。 砂粒 ・スコリア P 57 2

1 土　 師　 器 厚さ2．3

幅　 3．0

は上方に向く。 黒褐色

普通

5 ％

覆土中

第96号住居跡（第240図）

位置　調査2区西部，Mllb9区。

重複関係　第2号井戸，第43号土坑が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．50m，短軸3．42mの方形である。

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は8～13cmで，外傾して立ち上がる。北壁東側が第2号井戸，北西コーナー部が第43号土坑によって

掘り込まれ，残存していない。

壁満　幅5～18cm，深さ9cmで，断面形はU字形である。南壁下から西壁下にかけて確認されている。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

竃　北壁中央部に壁外へ40cmほどの掘り込みがあり，長さ50cm，幅30cmの範囲で方形に焼土と粘土が確認され

ており，ここに竃が存在したと思われるが，袖部，煙道，天井部とも残存していない。

竃土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　灰褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
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6　黒褐色　ローム粒子少量，粘土粒子少量，焼土粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
8　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量

9　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量，炭化粒子少量
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第240回　第96号住居跡実測図

ピット　2か所。Plは長径74cm，短径70cmの楕円形で，深さは22cmである。位置から主柱穴と考えられる。P2

は長径71cm，短径52cmの楕円形で，ごく浅く，性格は不明である。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ロームノトブロック少量

遺物　土師器片242点，須恵器片16点である。いずれも細片で，覆土中から出

土している。1の土師器杯は南壁付近の覆土下層から出土している。

所見　本跡は，古墳時代から平安時代までの遺物が出土しており，遺構の形態

も周囲の平安時代の遺構の形態とは異なっており，時期を判断するのは難し

いが，平安時代の遺物が多く出土していることから時期は平安時代ではない

かと思われる。

第96号住居跡出土遺物観察表

＼定
0　　　　　　5cm

「一一一つ－」

第24皇図　第96号住居跡出土

遺物実測図

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　　　 考

第241図 杯 B （1．3） 底部 か ら休部 下位 にか け ての破片 。 底 部 回転 へ ラ切 り。 砂粒 ・石 英 ・長石 P 590

1 土　 師　 器 C　 7．7 底部平 底。 にぷ い黄橙 色

普通

3 0％

覆 土下 層
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窮鼠27号住居跡（第76図）

位置　調査4区中央部，IlOco区。

重複関係　本跡は，第118号住居眺　第128号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　本跡は第118号住居軌　第128号住居跡に掘り込まれているため規模は不明であるが，長軸

［3。28］m，短軸［3。03］mの方形と推定される。

童軸方向　N－100－Wと推定される。

壁　壁高は15cm前後で，緩斜して立ち上がる。南壁と西壁の一部が残存するが，他は第118号住居晩　第128号

住居跡によって掘り込まれ，残存していない。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

ピット　2か所。Pl，P2は径23～33cmの円形で，深さは11～53cmである。位置から主柱穴と考えられる。

覆土12層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

4　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

7　暗褐色　ローム粒子微量

8　黒褐色　ローム中ブロック微量

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

10　暗褐色　ローム中ブロック・ローム大ブロック少量

11褐　　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック中量

12　暗褐色　ローム粒子微量

13　暗褐色　ローム中ブロック少量

14　暗褐色　ローム大ブロック少量

遺物　本跡は極めて残存状態が悪く，遺物は出土していない。

所見　遺構の残存状態が悪く出土遣物もないため，本跡の時期は不明である

第五28号住居跡（第76図）

位置　調査4区中央部，IlOco区。

重複関係　本跡は，第127号住居跡を掘り込み，第118号住居跡に掘り込まれており，本跡は第127号住居跡よ

り新しく，第118号住居跡より古い。

規模と平面形　本跡は第118号住居跡に掘り込まれているため，規模は不明であるが，長軸［3。25］m，短軸

［2。70］mの長方形と推定される。

童軸方向　N－00と推定される。

壁　壁高は14cm前後で，外傾して立ち上がる。西壁の一部と南壁が残存するが，他は第118号住居跡によって

掘り込まれ，残存していない。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

ピット　Plは長径40cm，短径30cmの楕円形で，深さは49cmである。性格は不明である。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

15　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子微量　　　　17　極暗褐色　ローム小ブロック微量

16　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量　　18　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

遺物　本跡は極めて残存状態が悪く，遣物は出土していない。

所見　遺構の残存状態が悪く出土遣物もないため，本跡の時期は不明である
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表2　熊の山遺跡住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位 置 主軸方向 平面形

規模 （m ）

（長軸×短軸）

壁 高

（cm）
床面

内　　 部　　 施　　 設
覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　　　　　 考

新旧関係 （古→新）
壁溝 ピット主柱穴 出入ロ炉・竃貯蔵穴

1 L 15a3 N －70－W ［方　 形］ ［10．01］×9．70 14～30 平担 一部 2 4 1 竃 人為 土師器642　須恵器8　陶器1
縄文土器3　土製品6 石製品4

本跡→SI4，5

2 L 15a5 N －230－W ［方　 形］ ［5．57］×［5．57］ 12 平担 4 竃 1 自然 土師器741 須 恵器4　陶器5
瓦1

3 L 14a9 N －140－W 方　 形 6．20　×　6．20 18～31 平担 一部 3 4 1 竃 自然 土師器171 須恵器4　陶器2
鉄浮4

4 K 15j2 N －80－W ［長方形］ ［5．25］×［3．90］10～30 平担 1 2 竃 土師器11 SIl →本跡

5 K 15j3 ［N－180－W ］ ［方　 形］ ［3．40］×［3．40］15～39 平担 1 自然 土師器2 SIl →本跡

6 K lOi9 N－80－W 方　 形 3．30　×　3．03 22～33 平担 全周 3 1 竃 自然 土師器540　須恵器3　陶器2
鉄製品1

SI7 →本跡

7 K lOi9 N－220－W 方　 形 4．73　×　4．07 10～29 平担 一部 1 4 竃 自然 土師器120 本跡－→SI6

8 K lljl N－900－W ［方　 形］ ［3．23］×［3．∽］ 14 平担 竃 自然 土師器265

9－A K lli2 N－380－W ［長方形］ 3．35　×（2．82） 8 ～14 平坦 1 4 1 竃 自然 土師器723　須恵器4　陶器1
鉄棒1

SI9 B →本跡→SI8，10

9－B K llh2 N－330－W ［方　 形］ 5．68　×（5．58）12－24 平坦 一部 1 4 1 竃 自然 土師器109 本跡→SI9A，13A，13B

10 K llh l N －40－W ［方　 形］ ［3．30］×［3．30］ 29 平坦 一部 竃 土師器343 須恵器3 鉄棒1 SI9 A ，12→本跡

11 K llg l N －70－W 方　 形 4．24　×　4．22 13～15 平坦 一部 4 竃 自然 土師器109 須恵器10 SI14→本跡→SI12，13A

12 K llh l N －80－E ［方　 形］ （2．58）×（0．98） 7 平坦 土師器2 砥石1 SIll→本跡→SIlO

13－A K llh2 N－130－E ［方　 形］ ［3．35］×（2．82） 18 平坦 竃 自然 土師器106 須恵器4 SIll，12→本跡→SI13B

13－B K llh3 N－180－E ［方　 形］ ［3．91］×［3．61］ 12 平坦 自然 土師器1 須恵器1 SI9 A ，13A →本跡

14 K lOgo N －7㌧E ［方　 形］ 3．44 ×［3．23］23～32 平坦 竃 自然 土師器199 須恵器4 本跡→SIll

15 K lOd8 N－110－W 長方形 5．19　×　3．20 17～34 平坦 一部 2 竃 自然 土師器524 く須恵器3 鉄棒4 SI16→本跡

16 K lOe7 N －180－W ［方　 形］ ［3．84］×（3．00）35－40 平坦 1 自然 土師器200 須恵器4 SI17→本跡→SI15

17 K lOe7 N －180－W ［方　 形］ ［4．90］×（2．34） 34 平坦 自然 土師器103 本跡→SI16，SK 317 K lOe7 N －180－W ［方　 形］ ［4．90］×（2．34） 34 平坦 自然 土師器103 本跡→SI16，SK 3

18 K llfl N －30－W ［方　 形］ 3．39 ×［3．10］17～32 平坦 一部 2 1 竃 自然 土師器106 本跡→SI19

19 K llfl N －140－W 方　 形 3．38　×　3．08 15～26 平坦 一部 1 1 竃 自然 土師器368　須恵器6　石製品
1 炭イヒ物1

SI18→本跡

20 K llcl N －190－W ［方　 形］ 6．12　×（4．40）20～40 平坦 一部 1 1 1 自然 土師器518 須恵器3 陶器1 本跡→SI20

21 K llcl N －290－W ［方　 形］ 5．30 ×（3．86） 45 平坦 一部 2 1 自然 土師器69 SI20→本跡→SI22，23

22 K llcl N －380－W ［方　 形］ （1．24）×（1．14） 44 平坦 自然 土師器64 SI21→本跡

23 K llcl N －140－W ［方　 形］ 芋．16 ×（0．60） 39 平坦 一部 自然 土師器34土製品1 SI21→本跡

24 K llel N －640綱E 方　 形 5．30　×　5．30 11～15 平坦 一部 4 自然 土師器909 須恵器12 鉄棒1 SI26→本跡→SI25

25 K lle2 N －120－E 方　 形 4．50　×　4．00 8 ～31 平坦 一部 1 4 1 竃 自然 土師器60 須恵器7 SI24，26→本跡

26 K lld2 N －220－W ［方　 形］ ［5．82］× 5．62 14～19 平坦 一部 1 4 竃 自然 土師器219　土製品4
石製品1 鉄製品1

本跡→SI24，25，27

27 K lld2 N －13㌧E ［方　 形］ ［3．30］×［3．30］ 3 平坦 竃 自然 土師器129 須恵器7 鉄棒1 SI26一→本跡

28 L lOa8 N －30。－E ［方　 形］ （4．10）×（2．40）18～20 平坦 竃 自然 土師器149 須恵器1 鉄棒1 調査区域外に延びる

29 K lOg7 N －300－W ［方　 形］ （4．90）×（2．55） 9 平坦 自然 土師器365 須恵器4 鉄製品1 調査区城外に延びる

30 K lld4 N －910－E ［亭　 形］ ［2．鋸］×［2．60］ 13 平坦 竃 自然 土師器100 須恵器4 SI31→本跡

31 K llc4 N －200－W ［方　 形］ ［5．00］×［5誹0］29～36 平坦 一部 1 3 1 竃 自然 土師著旨570　須恵器53　陶器2
石製品1

本跡→SI30

32 K llb9 N－1060－E 長方形 3．55　×　2．75 9 ～16 平坦 竃 自然 土師器305 須恵器15 鉄棒2

33 M 12C7 N －350－E 長方形 2．52　×　2．20 17～21 平坦 全局 1 竃 自然 土師器179 須恵器6

34 J 12i2 N 1200－E 長方料 （3．90）×　3．70 19～22 平坦 一部 1 自然 土師器137　須恵器5　土師質
土器1 鉄製品1

調査区域外に延びる

35 K llb6 N －2㌧E 不整方形 3．15　×　2．95 38－42 平坦 竃 自然 土師器339 須恵器45 鉄棒2 SI36→本跡

36 K llb7 N －900－E 長方形 4．20　×　3．28 5 －33 平坦 1 4 1 竃 自然 土師器156 須恵器7 鉄製品1 本跡→SI35

37 F 14fl N －80－E ［方　 形］ 5．69 ×［5．50］25－50 平坦 一部 1 4 竃 自然 土師器605　須恵器95　陶器1
土製品1 石製品1 鉄製品1

本跡→SI41

38 F 14f2 N －13㌧E 長方形 4．40　×　3．83 16－35 平坦 一部 1 1 1 竃 自然 土師器604　須恵器108
陶暑謎1 土製品1 鉄樺1

39 F 14f4 N －210－E 方　 形 5．47　×　5．23 7 ～30 平坦 一部 2 4 竃 自然 土師器132 須恵器9

40 F 14i2 N －340－W 長方形 4．41 ×　3．18 6 ～25 平坦 人為 土師器128 須恵器2 陶器1

41 F 14gl N －18。－E ［方　 形］ ［4．50］×［4．30］ 26 平坦 一部

2

竃 自然 土師器726　須恵器209　陶器
3土製品1 鉄製品1 古銭1

SI37→本跡

′本跡→SD 6

42 G 13a6 N －2㌧E 方　 形 3．30　×　3．03 19～40 平坦 全周 竃 自然 土師器41 須恵器15

43 F 13e7 不　 明 不　 明 不　　 明 不　 明 平坦 土師器25 須恵器6
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住居跡ヽ
位 置 主軸方向 平面形

規模 （m ） 壁 高
I 内　 部　 施　 設

穣ユー 出　　 土　 遺　 物
備　　　　　　　 考

番　 号 （長軸×短軸） （cm） 木面 壁溝 ピット主柱穴
出入車 ・竃桓 穴 新旧関係 （古→新）

44 F 13f6　 不　 明 ［長方形］ ［3．52］×（1．32） 12 平坦 自然、土師器245 須恵器11 鉄棒1 本跡→SI4 5

4 5 F 13f7　N －58－W 方　 形 ［4．25］×［3．70］ 3
平坦i

自然 土師器57 S I44→本跡→SI46

46 F 13 f7　N …6㌧W ［長方形］ ［4．80］× 3．91 7 －24 平坦 7 2 1 竃 自然 土師器325 須恵器3 鉄棒2 S I45→本跡→SI47

47 F 13 f8 N －1050－E ［方　 形］ （3．94）×（3．52）10－18 平坦 2 4 竃 自然 土師器412 須恵器17 陶器2 S I46→本跡

48 F 13 i6 N －130－E 長方形 2．87　×　2．26 7 －11 平坦 2 自然 土師器5 須恵器25

49 F 13g 6 N －140－E ［方　 形］ 4．56　×（4．42）23－29 平坦 1 1 1 人為 土師器1094　須恵器72
陶器4　石製品1 鉄製品1

50 G 13b 8 N－120－E 長方形 4．40　×　3．45 16～30 平坦 2 1 竃 自然 土師器91 鉄棒1

51 G 13a8 N －30－E 方　 形 5．00　×　4．98 15～36 平坦 一部 2 4 1 竃 自然 土師器291 須恵器5 土製品1 SI52→本跡

52 G 13a9 N －15。－E 長方形 ［4．95］× 4．50 2 3～25 平坦 一部 竃 自然 土師器354 須恵器21 本跡→SI5 1 ・SK 5

5 4 G 13C5 N －180r一一一E ［長方形］ ［4．00］×（1．95） 16 平坦 一部 自然 土師器140 須恵器4 本跡→SI55

55 G 13 C6 N h210－E ［方　 形］ ［3．87］×［3．53］14～18 平坦 一部 2 1 竃 自然 土師器295 須恵器4 S I54→本跡→SI56

56 G 13 C7 N －70－E 方　 形 4．81 ×　4．81 10～22 平坦 2 4 1 竃 自然 土師器580 須恵器14 S I55＿→本跡

57 G 13e 9 N －210－E ［方　 形］ 4．10× ［4．06］ 8 －50 平坦 竃 自然 土師昔話223　須恵器18
土製品1 石製品1 鉄樺1 本跡→SI59

59 G 13 f9 N－120－E 方　 形 ［3．16］×［3．14］25～55 平坦 竃 自然 土師器746　須恵器174
石製品1 鉄製品1 SI5 7→本跡

60 F 13h 9 N－13㌧E 長方形 5．32　×　3．38 25～32 平坦 一部 2 竃 自然 二土師著謎742　須恵署欝7
才f製品2　鉄樺1

61 G 13d 5 N 一針㌧E 長方形 4．15× （3．35）20～25 平坦 2 1 自然 土師器86 須恵器2 ベンガラ1

62 G 13e6 N－‾13∴E 方　 形 ［4．52］×［4．20］21－26 平坦 仝周 4 竃 自然 土師著旨1273　須恵器267
鉄製品1 本跡→SI6 7，72B

63 G 13g 9 N －16㌧ゼ 方　 形 3．93　×　3．73 15 平坦 竃 自然 土師器370 須恵器57 鉄棒2

64 H 13a 9 N －10－E 方　 形 3．64　×　3．54 4 7～81 平坦 竃 自然 」二師昔話784　須恵器9
土製品6　石製品2

65 H 13a 7 N …90…E 方　 形 3．64　×　3．41 9 ～15 平坦 一部 1 竃 自然 土師器125 須恵器38

66 G 13e 5 N －2㌧E ［方　 形］ （3．－94）×（2．30） 10 平坦 1 竃 自然 土師器1000 須恵器242 鉄棒1 S I68→本跡→SI67

67 G 13e 5 N－30－W ［方　 形］ （2．27）×（1．10） 不明 平坦 竃 土師器88 須恵器8 SI62，66→本跡

68 G 13 f5 N仰210－W ［方　 形］ （8．10）×（5．10）14～23 平坦 3 竃 自然 土師器283　須恵昔話27
土製品2

本跡→SI66，69，82

69 G 13g5 N 一針㌧E 方　 形 ［4．57］×［4．50］15－25 平坦
上 部
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可

自然

自然
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自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

土師器102 1 須恵器225
陶器1 鉄製品1 古銭1 S I68，82→本跡

本跡→SI7 2B

70 H 13C8 N －9㌧E 方　 形 3．85　×　3．70 15－20 平坦 土師器402 須恵器35 鉄製品3

72－A G 13f7 N …7㌧E ［方　 形］

l
3．57× （2．45） 18 平坦 二ヒ帥器400　須恵器74　陶器1

石製品1 鉄製品1

72…B G 13 e7 N －7㌧E ［長方形］ ［4．30］×［4．00］20～45 平坦 土師器154　須恵器83
土製品1 石製品1 鉄製品3 SI68，72A →本跡

73 G 13g 7 N －240－E ［長方形］ ［4．75］×［4．26］10－25 平坦 土師器809　須恵暑旨261
鉄製品2　鉄音宰2 SI74，80→本跡

74 G 13g 7 N－1120－E 方　 形 4．04　×　3．96 13～15 平坦 土師器315　須恵器85
土製品1 鉄製品1 鉄才宰23 本跡→SI73

75 H 13a 5 N…4㌧E 方　 形 4．10　×　4．08 10－35 平坦 土師器81 須恵器7 SI87→本跡

76 H 13b 6 N ｝20－E ［方　 形］ ［3．65］×［3．20］ 10 平坦 土師器120 須恵器18 鉄棒1 S I77A ，77B→本跡

77－A H 13C5 N －30－E ［方　 形］ （3．06）×3．05 16－20 平坦 1

1 ！

3

1

i

！

！

土師器215 須恵器21 SI76，SI78→本跡→77B

77－B H 13b 5 N 輪100－E ［長方形］ ［3．45］×［2．87］ 】
31 平坦 土師器347　須恵器42　陶器1

鉄製品1 SI76，SI7 7A →本跡

78 H 13d 5 N －160－W 長方形 7．90　×　7．68 20～25 平坦 土師器928　須恵昔話14　陶器1
石製品1

SI79→本跡→SI77A

79 H 13 e5 N …150－W ［長方形］ 6．76 ×［4．60］ 25 平坦 土師器147 須恵器5 本跡→SI7 8

80 G 13h 7 N －10－W ［方　 形］ ［4．02］×は 96］ 26 平坦 土師器77 須恵器12 S I81→本跡→SI7 3

81 G 13h 7 N －230－E ［方　 形］ ［3．80］×［3．80〕 不明 平坦 土師器31 須恵器19 陶器1 本跡→SI80

82 G 13g 6 N －13ローE ［方　 形］ （3．50）× 3．37 10～25 平．坦 土師器71 多頁恵器42　陶器1
鉄棒1 S I80→本跡→S I69

83 G 13 i5 N－3㌧E ［方　 形］ 4．65 ×［4．43］20～22 平坦 土師器101 須恵器21 石製品1 本跡一→SI84

8 4 G 13 i5 N－93。一E ［方　 形］ 3．33 ×（3．15） 2 ！
平坦 一部 土師器106 須恵器3 SI8 3→本跡

85 H 13f5 N－90㌧E ［方　 形］ 3．30 ×（3．04）10－20 ！
平坦 一部 土師器176　須恵器18

石一製品1 調査区域外へ延びる

86 H 13e 7 N －20㌧W ［方　 形］ （4．95）×（4．90）21－30 ！
平坦 一部 土師昔話1083　須恵器30

陶着岸6　土製品1 煙管1 S I88→本跡

87 G 13j5 N －1㌧E ［方　 形］ 4．10 ×（2．91）
31 ！－

平坦 一部

l

l

i

土師器305 須恵器3 本跡→SI75

88 H 13f7 不　 明
［方 可 （

2．61）×（2．60）
不可 、

平坦 土師器246 須恵器1 土製品1 本跡→SI8 6

89 H 13d 8 N －55－W
方 形 ！

3．24　×　3．10 30～60！、平坦 土師器300 須恵器5 鉄棒3

90 I
H 13b 9 N －100－W

［方 形中
2．84］×［2．80］20－2年平坦 二土師器301 ラ頁恵昔蒜17

土製品1 鉄棒1

－276－



92
i…．1
1Vll la O

［、，ハハ。〔
ハ上欄U　‾且

】長方形 I 。ハ一、′。 。r
4．ツ隼　人　J．40

上　　 n
隼　ノ、′　0

im －パ自
†　上旦

l 潮7
‾百P

I ，
⊥

】 ［ l 竃 i l｛払
E］た合

l土 師器9 2 須 恵器 29 反 跡→ S K 68，S K 7 4

93 L ll j9 N －93㌧ E 長方形 3．24　×　2．50 2 ～ 6 平坦 1 1 竃 自然 土 師器3 鉄 鉱1 本 跡→ S K 18，S K 30

94 L 12 i2 汁瀾「 E 長方形 3．15　×　2．85 15 ～ 22 平坦 一部 竃 自然 土 師器12 1 須恵 器20 本跡→SK 42，第1号方形竪穴

95 L llg 9 不　 明 不　 明 （3．22）×（2．00） 5 ～ 18 平坦 自然 土 師器176 須恵器 28 鉄 棒1 S Illl→本 跡

96 M llb 9 N …5 ㌧W 方　 形 3．50　×　3．42 8 ～ 13 平坦 一部 1 1 疲匿邑 自然 土 師器242 須恵器 16 本 跡→S E 2，S K 43

97 M 12d l N h21。－E ［方　 形］ 3．95　×［3．70］ 10 ～ 18 平坦 一部 4 1 竃 自然
土 師昔話2 17　須恵 器24
土 師質土器 2　鉄 樺7

本 跡→S E 3

98 L 12 f2 N 嶺940－E 方　 形 3．90　×　3．45 8 ～ 20 平坦 一部 2 1 竃 自然 土 師署差533　須恵器 54　陶暑謎1
鉄 着筆8

99 L 12g l 不　 明 不整形 ［2．55］×［2．27］ 4 ～ 14 平坦 1 自然 土 師器65 須恵器 9 鉄棒 5

100 L 12g4 N －860－E 長方形 3．80　×　3．15 4 ～ 10 平坦 一部 1 3 竃 自然 土 師器108 須恵器 3

10 1 L 12e4 N づ5㌧E ［方　 形］ （3．18）×　2．95 18 － 22 平坦 一部 4 竃 自然 土 師器41 須 恵器 1 刀子 1 S K 2 7→本 跡→S IlO 2

10 2 L 12d4 N …960－E ［長方形］ ［3．05］×（2．00） 10 －2 0 平 坦 1 竃 自然
土 師器57　貞恵著銅
土 師質土器 3

S IlOl→本 跡

10 3 L 12f7 N －830－E 長方形 6．20　×　3．95 5 －2 0 平 坦 5 1 塵耳邑 自然
土師 器186　須恵器 5
土師質土器2　鉄棒1 ベンガラ1

本 跡→S K 56

10 5 M 12a5 N －90。…E 方　 形 3．46　×　3．18 7 ～ 16 平 坦 仝周 24 3 1 竃 自然 土師 器192　須恵署謎233
陶器 1 炭化 材17　鉄 才筆1

106 M 12i8 N 諸4㌧ E 長方形 3．35　×　2．95 14 －2 2 平 坦 全周 1 竃 自然 土師器 73 須 恵器3

107 …A M 12d 5 N 4 6㌧ E ［長方形］ 2．95× ［2．59］ 平 坦 一部 竃 本跡→SIlO7B →SIlO8，SK83，85

107－B M 12d 5 N －970－E 長方形 4．30　×　3．70 7 ～ 11 平 坦 一部 竃 自然
土 師 器240　須 恵 器7　刀 子1
鉄着筆1

SIlO7A →本跡→SIlO8，SK 83，85

108 M 12d 5 N 繭930－E 方　 形 3．21 ×　 2．64 3 ～ 10 平 坦 2 竃 自然
土師器 95　須恵 器8　土師 質

二土器3　鉄製留 金具 1 鉄棒 3
SIlO7A →S IlO7B →本跡

109 M 12d 7 N 瑠70－E ［方　 形］ ［3．13］×　3．07 2 0－ 23 平 坦 一 部 2 竃 自然 土 師 器397　須 恵 署差75　灰 粕
陶器 1 刀子 1 鉄棒 1

本跡 →S IllO

110 M 12d 8 N …87㌧ E 長方形 4．08　×　3．33 1 6－ 18 平 坦 一 部 2 竃 自然 土師器 376　穿重患器 18
土師質 土器2

S IlO 9→本 跡→S K 2

111 L llg 9 N －00 不　 明 ‘ 3．44　×（0．45） 30 － 35 平 坦 竃 人為
土師器 65 須 恵器 11 灰粕 陶 －

器1
本跡 →S I9 5111 L llg 9 N －00 不　 明 ‘ 3．44　×（0．45） 30 － 35 平 坦 竃 人為 土師器 65　須 恵書芸11 灰寿由陶

器1
本跡 →S I9 5

112 M 13C 2 N 一湘㌧E 長方形 4．17　×　3．33 18 ～ 53 平坦 4 竃 自然 土師器 120 須 恵器83 鉄棒 2 本跡 →S D lO

113 M 12C 3 N …2 0－E 長方形 4．34　×　3．37 8 － 20 平坦 2 竃 不 明 土師器 176 須 恵器22 S K 76→ 本跡→S K 45

114 L 12d 8 N …900←E ［長方形］ 4．43　×（1．31） 4 － 8 平坦 2 1 虚唖邑 自然 土師器 79 須 恵器2 炭 化材 1

115－A M 13a 7 N －29㌧W ［長方形］ 4．90　×［4．00］ 27 ～ 38 平坦 塵
耳邑

不明 土師器6 6 須 恵器6 本跡 →S Il 15 B

115 …B M 13a 7 N 1 ㌢ ［方　 形］ ［4．53］× 4．48 20 ～ 29 平坦 1 1 竃 自然 土師器 507　須 恵器47
灰 粕陶 器1 二土師質土 器1

S Il15 A ，115C →本 跡

115－C M 12j7 N －500…W ［方　 形］ ［5．13］×　4．69 8 ～ 11 平坦 2 自然 土師器 152 須 恵器14 本跡 →S Il 15 B ，SD 9

116 L 14d 3 N －340－W ［方　 形］ ［2．36］×［2．08］ 13 平坦 空白：
耳邑

自然 土師器23 須恵器2 灰粕陶器1

117 M 12e 5 N －83。…W ［長方形］ 3．88　×（2．44） 3 ～ 5 平坦 仝周 2 1 1 竃 人為
土師器 114　須 恵器13
灰 粕陶昔話1 土 師質土 器1

本跡 →S K 93，127，128

118 I lOco N 」が 方　 形 3．63　×　3．32 4 － 20 平坦 1 1 1 竃 自然 土 師器5 15 須 恵器88 陶器4 S I127 ，128→本 跡

119 I ll f2 N －110…W 方　 形 3．80　×　3．55 15 － 20 平坦 4 1 空陸：耳邑 不明 土師 署畏18　多頁恵 暑旨2　灰 和1陶
器 2　鉄 製鎌1

12 0 L 14c l N －1ダーW ［長方形］ ［3．55］×［3．00］ 15 平坦 2 竃 不 明 土 師器79 須恵器 5 本跡→ SD lO

12 1 L 13h7 N l ㌧W 方　 形 3．13　×　3．01 13 － 32 平坦 一部 2 塵
琵邑

人為 土 師器89 須恵器 3 本 跡→ S K 75，10 3，113

12 2 I llb 7 N …0 0 方　 形 4．02　×　3．95 20 － 30 平坦 全周 4 1 竃 自然 土 師器4 13　男爵恵器59　陶器 1
鉄 才筆1

本 跡→ S K lO3

12 3 I llco ［N －91㌧E ］ ［方　 形］ ［3．75］×［3．66〕 10 平 坦 4 4 竃 不 明 土 師器1 1

124 I llb l N －270－W 方　 形 6．57　×　6．33 10 －3 2 平 坦 一部 5 4 1 竃 1 自然
土 師器75 0　須 恵器69　陶器2
鉄 製品2　鉄 1宰3

本 跡→ S I125

125 I llcl N －10。－E ［方　 形］ ［5．05］×［4．72］ 5 －2 5 平 坦 一部 2 4 塵：疎邑 自然
二土師器368　須 恵器59
灰 粕陶器 2　鉄製鎌 1

S I124→ 本跡

126 －A K l la 6 N －58㌧W ［長方形］ ［4．00］×［2．27］ ノ18 平 坦 竃 自然 土 師器80 須恵器 4 S I126 B →本 跡

126－B K l la 6 N －37㌧ E ［方　 形］ ［2．60］×［2．60］ 平 坦 竃 自然 土 師器53 須恵器 3 本 跡→ SI126A

127 I lO co ［N 一灯 －W ］ ［方　 形］ ［3．28］×［3．03］ 15 平 坦 2 自然 本 跡→ SIl18，128

128 I lO co 待日月 ［長方形］ ［3．25］×［2．70］ 14 平 坦 1 自然 S I127→ 本跡→ S Il18

129 I llb 9 N 」が ［長方形］ ［4．82］×（2．50） 平 坦 自然 土 師器246 須恵 器45 陶器3 S I130→ 本跡

130 I lOb o N －23。－W 不　 明 ［3．93］×（3．50） 18 平 坦 1 1 自然 土 師器63 須恵器 5 本 跡→S I129
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2　方形竪穴遺構

方形竪穴遺構は，調査2区で1基，調査4区で2基検出されている。特に，調査4区で確認された遺構では，

骨粉や人の歯等が確認されているため，墓壕であったと思われる。以下にその特徴を記載する。

第五号方形竪穴遺構（第242図）

位置　調査2区西部，L12j2区。

重複関係　第94号住居跡，第42号土坑

を掘り込んでいるため，本跡が新し

い。

規模と平面形　長軸2．30m，短軸1．60

mの方形である。

長軸方向　N－800－W

壁　壁高は25cm前後で，外傾して立ち

上がる。

床面　ほぼ平坦である。北西コーナー

部と南壁中央から長径35～50cm，短

径25～30cmの楕円形で牒さ7～15cm　旦臓砲悶

のピットが，底面中央部から，径14cm
0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

の円形のピットが確認されている。　第242図　第且号方形竪穴遺構実測図

覆土　3層からなるが，人為堆積か自

然堆積かは不明である。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム小ブロック中呈，ローム粒子少量

遺物　土師質土器片21点，須恵器片8点が出土している。いずれも細片で，覆土中からの出土である。

所見　出土遺物が少なく本跡の時期を判断するのは難しいが，遺構の形態から中世と思われる。

第2号方形竪穴遺構（第243図）

位置　調査4区中央部，Illa8区。

規模と平面形　長軸5。00m，短軸3。70mの方形である。

長軸方向　N－780－E

壁　壁高は23～33cm前後で，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。東壁下中央部から長径23cm，短径20cmの楕円形で，深さ15cmのピットが確認されてい

る。

覆土　9層からなり，人為堆積である。

土層解説
1　灰褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック中量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化物少量
4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少鼠　焼土粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子多量

－278－



7　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック。ロ

ーム中プロ、リグ・炭化粒j’一少量

8　灰褐色　ローム中ブロック中鼠　ローム粒子・炭

化粒子少量

9　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少鼠　煉

土粒子微量

遺物　出土遣物は9　土師器片29点，須恵器片

1点，鉄棒1点である。いずれも細片であ

り，覆土中からの出土である。その他にラ

′′　　①

北東部覆土下層から人の歯が9　そのすぐ下

から骨粉が確認されている。

所見　出土遣物が少なく9流れ込みと思われ　旦2⑳。盟悶

るため，本跡の時期を判断するのは難しい

が争　遺構の形態や骨粉と歯が確認されてい

ることから，中世の墓境と思われる。

第3号方形竪穴遺構（第244図）

位置　調査4区中央部，Hllj8区。

規模と平面形　長軸2．40m，短軸2．05

mの長方形である。

長軸方向　N－820－E

壁　壁高は60cm前後で，垂直に立ち上

がる。

底面　ほぼ平坦である。北壁中央部か

ら長径21cm，短径16cmの楕「1二捕手で，

深さ50cmのピットが9　南壁中央部か

ら径23cmの円形で，深さ30cmのピッ

トが確認されている。

覆土12層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中プロ

0　　　　　　　2m

上二＿＿＿＿　畳　一一一一一一＿－∴－＿一一…一一…一一一一一』

第別間　第　号方形竪穴遺構実測図

0　　　　　　　2m

』二二　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿二五＝＝ふ＝』

ック中鼠　焼土中ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中量

4　褐　色　ローム小ブロックeローム中ブロック多量，ローム大ブロック少量，焼土粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック多量，ローム大ブロック中量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック多鼠　ローム太ブロック少量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中鼠　ローム大ブロック少量，粘土粒子微量

9　黒褐色　ローム粒子少量

10　黒褐色　ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子微量

11褐　色　ローム′トブロック・ローム中ブロック・ローム大ブロック多量

12　灰褐色　灰中量，ローム粒子・骨粉微量

遺物　土師器片200息　須恵器片11点が出土している。いずれも細片で，覆土中からの出土である。北東コー
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ナ一部近くの底面から骨粉と灰が確認されている。

所見　遣物はいずれも流れ込みで，本跡の時期を判断するのは難しいが，遺構の形態や底面から骨粉が確認さ

れていることから，中世の墓塀と思われる。

表3　熊の山遺跡方形竪穴遺構一覧表

方形

竪穴

番号

位 置 長径方向 平面 形
規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主　　 な　　 遺　　 物 備　　　　　 考
長軸×短軸（m ） 深さ（cm）

1 L 12j2 N －80。－W 方　　 形 2．30×1．60 25 外傾 平坦 不明 土師器21 須恵器 8 中世

2 Illa8 N －78㌧E 方　　 形 5．00×3．70 33 外傾 平坦 人為 土師器29 須恵器 1 鉄棒 1 覆土から歯と骨粉 墓墳 中世

3 H llj8 N －820－E 長 方 形 2．40×2．05 60 垂直 平坦 人為 土師器200 須恵器11 底面から骨粉 と灰 墓墳 中世

3　土　坑

当遺跡からは，調査2区，調査4区を中心に多数の土坑が検出されている。調査当初，土坑として番号を付

したものは128基を数えるが，調査及び整理の過程で地下式塀，方形竪穴状遺構，井戸等として分類・整理し

たものや，明らかに近代以降に属する掘り込み及び撹乱・木根痕と判断し欠番としたものを除いた最終的な土

坑数は101基となる。101基の土坑の内，中世から近世にかけての墓填，墓頻の可能性が考えられるものについ

てはここで記載し，それ以外の土坑については，一覧表で記載した。

（1）墓　墳

第7号土壌（第245図）

「　　　J

∈
te

這
▼．h． （ ）

第245図　第7号土壌実測・出土遺物拓影図

位置　調査2区東部，L13i3区。

規模と平面形　長軸1．75m，短軸1．07mの長方形である。

長軸方向　N－00

壁　壁高は10～23cmで，垂直に立ち上がる。
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底面　ほぼ平坦である。

覆土　単一層で，人為堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片18点，須恵器片8点，和鏡1面が出土している。1の和鏡（山吹双鳥鏡）が北東コーナー近く

の覆土上層から出土している。また，骨粉がその下層から確認されている。

所見　本跡は出土遣物から，平安時代末～中世初期の墓と考えられる。

第7号土壌出土遣物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　　 測　　　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　 考
面径（cm） 縁高（cm） 厚さ（cm） 紐座径（cm） 紐径 （cm） 紐高（cm） 重量（g ）

第245図

1

和　　　 鏡

山吹双烏鏡

10．7 0．6 0．2 1．6 0．5－0．7 0．3 109．0 M 41　　 白銅製　　　 覆土上層　　 100％

第9号土壌（第246図）

二手！＝＝

0　　　　　　1m

l i l

第246回　第9号土塘・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　5cm

I　　†　」

位置　調査2区西部，Llli9区。

規模と平面形　一辺86cm前後の方形である。

長径方向　N－270－W

壁　壁高は86cm前後で，垂直に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　5層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム粒子・ローム小ブロック少量

5　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　土師器片15点，須恵器片4点，鉄製品1点が出土している。1の刀子が覆土中から出土している。
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所見　本跡は，遺構の形態や覆土中から刀子が出土していることから，中近世の墓と思われる。

第9号土墳出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 垂 墓 （g ）

第246図 1 鉄　　　 釘 10．6 0．5 0．6 13．0 M 42　　　 覆土中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 100％

第18号土塀（第247図）

0　　　　　　1m

L i　　－j

第247図　第18号土壌・出土遺物実測図

位置　調査2区西部，Lllj9区。

重複関係　第93号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長径2．05m，短径1．00mの長方形である。

長径方向　N－40－W

壁　壁高は50－60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　8層からなり，人為堆積である。

土居解説

1　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・煉土粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

6　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
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7　極暗褐色　ローム粒子・ロームノJ、ブロック微量

8　極暗褐色　ロー…ム粒子微量

遺物　土師器片1点，鉄製品1点が出土している。1の刀子が北部の覆土下層から出土している。

所見　本跡は，遺構の形態や覆土下層から刀子が出土していることから，中近世の墓と考えられる。

第18号土壌出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第247図 1 刀　　　 子 （20．6） 1．9 0．5 （49．0） M 4 3　　　 鉄製　　　 覆土下層　　　　　　　　　　　　　　　　　　 90％

第24号豊壌（第248図）

位置　調査2区南部，M12C4区。

重複関係　本跡は第23号土壌に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　第23号土壌に掘り込まれているため規模は不明であるが，長径［1。42］m9　短径1。17mの楕円

形と推定される。

長径方向　N－84㌧」Ⅳ

壁　壁高は20cm前後で，緩やかに立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　3層からなり，人為堆積である。

土層解説

4　暗褐色　ローム4、ブロック少量，炭化物・焼土中ブロック微量

5　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

6　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

遺物　灰粕陶器片1点と刀子1点が出土している。1の刀子が東壁下の覆土上層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物や遺構の形態から，中世の墓と考えられる。

第24号土壌出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 義 （g ）

第248図 1 刀　　　　 子 （17．0） 2．3 0．3～0．5 （47．0） M 44　　　 鉄製　　　 覆土上層　　　　　　　　　　　　　　　　　　 80％

第45号土壌（第248図）

位置　調査2区南部，M12C4区。

重複関係　本跡は第113号住居跡を掘り込み，第23号土境によって掘り込まれており，第113号住居跡より新し

く，第23号土壌より古い。

規模と平面形　第113号土壌に掘り込まれているため規模は不明であるが，長径［1。40］m，短径1。08mの楕

円形と推定される。

長径方向　N－630－E

壁　壁高は12～15cmで，外傾して立ち上がる。
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第248回　第24・45号土壌・出土遺物実測・拓影図
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底面　ほぼ平坦である。

覆土　3層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・粘土小ブロック少鼠　炭化物・骨粉後遺

2　黒褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・粘土小ブロック少竃，炭化小ブロック微量

3　極暗褐色　焼土中ブロック中風　ローム小ブロック少鼠　炭化物・粘土ノj、ブロック微量

遺物　土師器片105点，須恵器片上島鉄製品1点，和鏡1両が出土している。2の土師器杯と3の高台付杯が

覆土中から9　5の和鏡（瑞花八稜鏡）が北西部覆土上層から出土し，骨粉がそのすぐ下層から確認されてい

る。また，6，7，8の不明鉄製品が南部覆土上層から，4の土師器楽が中央部覆土上層からJ圧上している。

所見　本跡は出土遺物から，平安末から中世初期の墓と考えられる。

第45号土塀出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第248図 塚 Å［15．8］ ＝綾部，休部上半破片。休部は外傾 休部内面♪＼ラ磨 き。休部外面 ロクロ 砂粒 ・雲母 P 456

2 土　 師　 器 盤　は 3） して立ち上が り，口綾部はわずかに ナデ、。内面黒色処理。 にぷい褐色 5 ％

外反する。 普通 覆土中

3

高台付埠 B （2．2） 底部破片。平底に 「ハ」の字状に開 底部内面へラ磨 き。底部回転へ ラ削 砂粒 ・長石 ・スコ P 45 7

土　 師　 器 D ［5．6］

E　 l．0

く高台が付 く。 り。 リア ・パ ミス ・雲

母，橙色，普通

10％

牽土中

4

！

婆 A ［19。0］ 口綾部はわずかに外反し，端部は外 日録部内 。外面横ナデ。

！

砂粒 ・長石 P 458

土　 師　 器

i

B （1．8） につまみ上げられている。 橙色

普通　　 ！

5 ％

覆土上層

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
面径（cm） 厚 さ（cm） 紐座径 （cm） 紐径（cm） 紐高（cm） 重量（g ）

第248図

5

和　　　 鏡

瑞花八稜鏡

7．5 0．3 0．5－軋7 0．3 0．4 46．0 M 4 5　　　 白銅製　　　 覆土上層　　　　　　　　　 100％

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第248図 6 不明鉄製品 （9。7） 0．5 0．5 （8．0） M 4 6　　　 覆土上層

7 不明鉄製品 （5。7） 仇5 0．4 （4．0） M 5 5　　　 覆土上層

8 不明鉄製品 は 9） 0。4 0．3 （2．0） M 56　　　 覆土上層

第78号豊壌（第249図）

位置　調査2区東部，L13i3区。

規模と平面形　長軸上1＿0111，紬柚）．90111の長方形である。

長軸方向　N－20。－W

壁　壁高は47cm前後で，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　4層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少鼠　炭化物微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
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第249図　第78号土壌・出土遺物実測図

‾．喝
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0　　　　　　　　　　　5cm
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遺物　土師器片48点，須恵器片4点，灰粕陶器片1点，鉄製品1点が出土している。1の刀子が中央部西寄り

の覆土下層から出土している。人骨と歯がその南側の下層から確認されている。

所見　本跡は出土遺物や遺構の形態から，中世の墓と考えられる。

第78号土壌出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　　 測　　　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 刀長 （cm） 茎長 （cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第249図 1 刀　　　 子 ［23．0］ （10．5） （7．7） 1．8 0．4 （27．0） M 4 7　　　 鉄製　　　 覆土下層　　　　　　　　　　　　 70％

第103号土壌（第250図）

位置　調査4区東部，Illb7区。

重複関係　第122号住居跡の上部に存在し，第104号土坑を掘りこんでいるため，本跡が長も新しい。

規模と平面形　長軸1．50m，短軸1．30mの長方形である。

長軸方向　N－850－W

壁　壁高は14－20cmで，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。北西部から骨粉が確認されている。

覆土　3層からなり，人為堆積である。
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土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，灰微量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

3　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・灰微量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡は出土遺物がなく時期判断が難しいが，底面か

ら骨粉が確認されていることや遺構の形態から，中近世　塵

の墓嬢と考えられる。

表4　熊の山遺跡墓墳一覧表

旦

‾ヽ」＿　　　J

第250図　第103号土壌実測図

0　　　　　　1m

L－十一　」

土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　　　 模
壁面底面覆土 主　　な　　遺　　物 備　　　　　 考

長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（印）

7 L13i3 N－00 長方形 1．75　×1．07 23 垂直平坦人為土師器18須恵器8和鏡1 覆土から骨粉墓城12世紀初

9 Llli9 N－270－W 方　　形 0．87　×　0．84 86 垂直平坦人為土師器15須恵器4刀子1 墓墳中近世

18 Lllj9 N－40－W 長方形 2．05　×1．00 60 垂直平坦人為土師器1刀子1 SI93→本跡墓墳中近世

24 M12C4 N－84。－W ［楕円形］［1．42］×1．17 20 外傾平坦人為灰粕陶器1刀子1 本跡→SK23真横中世

45 M12C4 Nト63㌧E ［楕円形］［1．40］×1．08 15 外傾平坦人為土師器105須恵器1和鏡1銑鉄1 SI113→本跡→SK23墓墟中世

78 L13i3 N－200－W 長方形 1．10　×　0．90 47 垂直平坦人為土師器48須恵器4灰粕1刀子1 覆土から人骨と歯茎塘中世

103 Illb7 N－85。－W 長方形 1．50　×1．30 20 外傾平坦人為 底面から骨粉墓場中近世

（2）墓境の可能性のある土坑

前述した7基の墓境の内，6基は調査2区の第9号溝の西側から検出されており，その周辺からはその他に

も覆土が人為堆積で平面形が墓境に類似している土壌が多数確認されている。また，調査4区でも，地下式頻

や骨粉，歯が確認された方形竪穴遺構の周辺に，覆土が人為堆積で平面形が墓境に類似している土壌が確認さ

れている。これらの土塀は遺物が出土していないか，出土していても流れ込みとみられ，時期も不明であるが，

それぞれに中近世の墓域を形成していた可能性も考えられるため，以下にその特徴を記載する。

第11号土塀（第251図）

位置　調査2区西部，Mllbo区。

規模と平面形　長径1．40m，短径1．20mの楕円形である。

長径方向　N－400－E

壁　壁高は12～18cmで，緩斜して立ち上がる。

底面　壁際が緩やかに低くなり，中央部が若干くぼむ。

覆土　3層からなり，人為堆積である。2層から炭化物が多量に確認されている。
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土層解説

1　黒　掲　色　ロー一一ム粒子少量

2　黒　　色　炭化物多鼠　ローム粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子多鼠　炭化粒子微量

遺物　土師器片姐息　須恵器片7点が出土している。いずれも細片で覆

土中からの出土である。

所見　本跡は遺物が流れ込みと思われ，時期は不明である。

第且2号羞壌（第252図）

位置　調査2区西南部，Mllc9区。

規模と平面形　長径1。10mラ　短径工00mの楕円形である。

長径方向　N－1J－W

壁　壁高は35cm前後で学　垂直に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆豊　6屑からなり，人為堆積である。

土層解説

1　黒

2　暗褐

3　暗褐

4　暗褐

5　暗褐

6　暗褐

色　炭化粒子・粘土粒子少鼠　ローム粒子微量

色　ローム粒子少鼠　粘土粒子微量

色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

色　ローム小ブロック少量，粘土粒子微量

色　ローム粒子少墨

色　炭化粒子・粘土粒子㌧粘土中ブロック少鼠ローム粒子・焼土中ブロック微量

∴一一㌧
些＿：空車r爪

、今定一・㌧／r
Olm

L二＿二⊥二」

第25且図　第鼠五号豊壌実測図

∴十
0　　　1m

L＿＿＿＿＿ム　ト一一一一一一」

第2髭匿　第五2号土壌実測図

遺物　本跡に伴う遣物は出土していない。

所見　本跡は，遺物がなく時期は不明であるが，覆土の各層から粘土が確認されている点や遺構の形態から，

粘土粘りの土壌であったと思われる。

第摘号立場（第253図）

位置　調査2区西南部　Mnd9区。

規模と平面形　長径1。40m，短径1。15mの楕円形である。

長径方向　N－（「

壁　壁高は20cm前後で，外傾して立ち上がる。

底面　緩やかな凹凸があるが，ほぼ平坦である。

覆土　5層からなり，人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム中ブロック・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中鼠　炭化粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子多量
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遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡は，遺物がなく時期は不明である。

窮鼠6号土壌（第254図）

位置　調査2区西南部，Mlleo区。

規模と平面形　径1。15mの円形である。

長径方向　N－27。－W

壁　壁高は20cm前後で，緩やかに立ち上がる。南西壁際から長径

28cm，短径25cmの楕円形で，深さ28cmのピットが確認されてい

る。

底面　緩やかな凹凸があるが，ほぼ平坦である。

覆土　4層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

4　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡は，遺物がなく時期は不明である。

第鼠7号土壌（第255図）

位置　調査2区西南部，Mlle9区。

規模と平面形　長径74cm，短径60cmの楕円形である。

長径方向　N－0亡

壁　壁高は16～22cmで，垂直に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　2層からなるが，人為堆積か自然堆積かは不明である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子中量

旦矧細

で茹蛭妄Jr 0　　　　　　1m

J」二」

第253図　第且4号土壌実測図

∴㌧
不一、l豆．（云ヒ二『

0　　　1m

‾‾＼」⊥主〕碁ノ‾l L一十…」

第254図　第鼠6号土壌実測図

旦瀾掴滴

‾‾三雲l一　二＿二二

第255図　第且7号土壌実測図

遺物　土師器片40点，須恵器片7点が出土している。いずれも細片で覆土中からの出土である。

所見　遺物はいずれも流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。
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第23号土壌（第256図）

位置　調査2区南部，M12C4区。

重複関係　本跡は，第24号土壌と第45号土

塀を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　第24号土壌，第45号土境と

重複しているため規模は不明であるが，

長径1．15m，短径［0．90］mの楕円形と

推定される。

長径方向　N－60－E

壁　壁高は32cm前後で，外傾して立ち上が

る。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　単一層で，人為堆積である。

土居解説

1　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

旦19．2m

、篭≡γ

0　　　　　　1m

l　：！

第256図　第23号土壌・出土遺物実測図

0　　　　　　5cnl

L」＝＝・＿j

遺物　土師器片2点が出土している。1の土師器高台付埠が北部覆土下層から出土している。

所見　第24号土頻や第45号土塀より新しいこと，両者とも中世の墓境であることなどから，本跡も中世の墓境

と思われる。

第23号土塀出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第256図 高台付坪 B （2．0） 底部破片。平底に 「ハ」の字状に開 内面へラ磨き。内面黒色処理。 砂粒 ・スコリア P 455

1 土　 師　 器 D ［5．7］

E　 O．6

く短い高台が付 く。 にぷい橙色

普通

20％

覆土下層

第36号土壌（第257図）

位置　調査2区中央部，M12a9区。

規模と平面形　長軸1．72m，短軸1．35mの長方形である。

長径方向　N－00

壁　壁高は24～33cmで，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。北東コーナーから径約43cmの不整円形

で，深さ15cmのピットが確認されている。

覆土　2層からなり，人為堆積か自然堆積かは不明である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム中ブロック微量

2　黒褐色　ローム中ブロック少量

遺物　土師器片3点が出土している。いずれも細片で覆土中か

－I、＼＼－了‾
0　　　　　1m

！！！

第257図　第36号土壌実測図
らの出土である。

所見　本跡は遺物が少なく，いずれも流れ込みと思われ，時期は不明である。
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第40号土壌（第258図）

第258図　第400根号土増兵測図
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位置　調査2区南部，M12b8区。

重複関係　第41号土境を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長径2．30m，短径2。00mの楕円形である。

長径方向　N－00

壁　壁高は23～35cmで，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　6層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック微量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡は，遺物がなく時期は不明である。

4　黒褐色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム大ブロック微量

6　黒褐色　粘土小ブロック・焼土粒子微量

第根号土壌（第258図）

位置　調査2区南部，M12b8区。

重複関係　第40号土壌に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸工40m，短軸1。10mの長方形である。

長軸方向　N－400－W

壁　壁高は25～35cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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底面　ほぼ平坦である。

覆土　2層からなるが，人為堆積か自然堆積かは不明である。

土層解説

7　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

8　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片10点が出土している。

所見　本跡は遣物が少なく，いずれも流れ込みと思われるため，時期は不明である。

第88号土壌（第259図）

位置　調査4区中央部，Illd3区。

規模と平面形　長軸2。30m，短軸工60mの隅丸長方形

である。

長軸方向　N－890－E

壁　壁高は12～15cmで，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。北部から径25cm，深さ12cmの

円形のピットが確認されている。

覆土　単一層で，人為堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム小ブロック中量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡は，遣物がなく時期は不明である。

旦29。4m

第259図　第88号土壌実測図

第95号土壌（第260図）

位置　調査4区中央部，Illc5区。

規模と平面形　長径1。36m，短径1。02mの楕円形である。

長径方向　N－850－W

壁　壁高は5～7cmで，外傾して立ち上がる。南壁から径30cm，

深さ17cmの円形のピットが確認されている。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　単一層で，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック・ローム大ブロック少量

遺物　本跡に伴う遣物は出土していない。

所見　本跡は，出土遺物がなく時期は不明である。
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第260図　第95号土壌実測図



第96号土壌（第261図）

位置　調査4区東部，Illa6区。

規模と平面形　長軸1。78m，短軸1。35mの隅丸長方形である。

長軸方向　N－77e－W

壁　壁高は8～10cmで，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。南壁の南東コーナー部と南西コーナ

ー部から長径45cm，短径29－34cmの円形で，深さ37－50cm

のピットが，西部から径23cmの円形，深さ14cmのピットが

確認されている。

覆土　単一層で，人為堆積か自然堆積かは不明である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

遺物　土師器片23点，須恵器片3点が出土している。いずれ

も細片で覆土中からの出土である。

所見　本跡は遺物が流れ込みと思われ，時期は不明である。

旦2⑳。2m

‾‾ヽJ・一一一一一一一一一ノ‾

第261図　第96号土壌実測図

第且04号土壌（第262図）

位置　調査4区東部，Illa7区。

重複関係　第103号土境に掘り込まれているため，本跡が古い。

規模と平面形　第103号土境に掘り込まれているため規模は不明で

あるが，長軸［1。24］m，短軸0。87mの長方形と推定される。

長軸方向　N－60－E

壁　壁高は20－26cmで，外傾して立ち上がる。南壁が第103号土墳

に掘り込まれているため，残存しない。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　2層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

2　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック多量

遺物　本跡に伴う遣物は出土していない。

所見　本跡は，出土遺物がなく時期は不明である。
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第262図　第且掴号土壌実測閻

第107号土壌（第263図）

位置　調査4区東部，Illc7区。

規模と平面形　長軸1。62m，短軸工00mの長方形である。

長軸方向　N－850－E

壁　壁高は35～45cmで，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。北東コーナー部から径約43cmの不整円形で，深さ1。04mのピットが確認されている。
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また，北壁のすぐ外側から，長径35～57cm，短径30～44

cmの楕円形で，深さ37～71cmのピットが2か所確認され

ている。

覆土　4層からなるが，人為堆積か自然堆積かは不明であ

る。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック微量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック微量

遺物　土師器片46点，須恵器片3点が出土している。いず

れも細片で覆土中からの出土である。

所見　本跡は遺物が流れ込みと思われ，時期は不明であ

る。
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第263回　第107号土墳実測図

第五09号土壌（第264図）

位置　調査4区東部，Illc8区。

規模と平面形　長径1。02m，短径0。88mの楕円形である。

長径方向　N－460－E

壁　壁高は27～30cmで，外傾して立ち上がる。

底面　南西部から階段状に下がり，北東コーナー部から長径30cm，

短径23cmの楕円形で，深さ11cmのピットが確認されている。

覆土　単一層で，人為堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム小ブロック・中ブロック少量

遺物　本跡に伴う遣物は出土していない。

所見　本跡は，遺物がなく時期は不明である。

第m0号土壌（第265図）

位置　調査4区東部，Illc8区。

規模と平面形　長径1。37m，短径1。08mの楕円形である。

長径方向　N－00

壁　壁高は25cm前後で，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。西部から径30cmの円形で，深さ24cmのピ

ットが確認されている。

覆土　3層からなるが，人為堆積か自然堆積かは不明である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。
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所見　本跡は，遣物がなく時期は不明である。

第266図　第1120114号土墳0星且土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

〆j≦巴二知

0　　　5cm

［二　十…一一」

位置　調査4区中央部，Illg2区。

重複関係　第114号土壌を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸1。75m，短軸1。23mの長方形である。

長径方向　N－00

壁　壁高は16～50cmで，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　単一層で，人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片96点，須恵器片7息　陶器片6点が出土している。覆土中から1の須恵器蓋と2の磁器片が出

土している。

所見　本跡は，覆土が撹乱を受けており，遣物も流れ込みと思われるため，時期は不明である。

第112号土墳出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第266図 蓋 B （1．8） 天井部破片。天井頂部は平坦で，中 天井部内 ・外面 ロクロナデ。天井頂 砂粒 ・長石 ・雲母 P 45 9

1 須　 恵　 器 F　 2．6

G　 O．9

央部に擬宝珠状の摘みが付 く＿。 部回転へラ削 り。 灰 白色

普通

30％

覆土中

2 染付椀 A ［14．0］ 臼綾部破片。休部はわずかに外傾気 休部外面に輪唐草文。 灰白色 P 460　 5 ％

磁　　　 器 B （3．3） 味に立ち上がる。 良好 覆土中
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第m4号土壌（第266図）

位置　調査4区中央部，Illgl区。

重複関係　第112号土墳に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　東壁が第112号土境によって掘り込まれているため規模は不明であるが，長軸［2。00］m，短

軸1。30mの長方形と推定される。

長径方向　N－90ロ

壁　壁高は54cm前後で，外傾して立ち上がる。東壁が第112号土坑によって掘り込まれ，残存しない。

底面　ほぼ平坦である。南部と西部から，長径25～27C叫　短径16～22cmの楕円形で，深さ14～24cmのピットが

2か所，北西コーナー部から長径58cm，短径32cmの不整楕円形で，深さ28cmのピットが確認されている。

覆土　単一層で，人為堆積である。

土層解説

2　暗褐色　ローム小ブロック・中ブロック中量

遺物　土師器片32息　須恵器片6息　陶器片1点が出土している。いずれも細片で覆土中からの出土である。

所見　本跡は出土遣物が流れ込みと思われ，時期は不明である。

第m5号土壌（第267図）

位置　調査4区東部，Illc6区。

規模と平面形　長軸1。68m，短軸1。03mの長方形である。

長径方向　N－90ロ

壁　壁高は18～21cmで，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。北東コーナー壁外，北西コーナー壁

外，南西コーナー壁外の3か所に，長径60～75cm，短径38

－42cmの楕円形で，深さ20～90cmのピットが，南東コーナ

ーの南側の壁外に径40cmの円形で，深さ73cmのピットが確

認されている。

覆土　単一層で，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片2点が出土しているが，細片で覆土中からの

出土である。

所見　各コーナーの壁外から確認されたピットから，土境は

上屋を伴っていたと考えられる。時期は，出土遺物が少な

く流れ込みのため，不明である。

B

‾ヽ＝＝：＝＝二二r
O lm

LL一一」

第267闊　第1150116cl17号土壌実測図

第1且6号土壌（第267図）

位置　調査4区東部，Illc6区。

重複関係　第117号土境と，第115号土壌のピットに掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　第117号土墳と重複しているため規模は不明であるが，長軸［2。50］m，短軸工10mの長方形
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と推定される。

長径方向　N－4し、－W

壁　壁高は20cm前後で，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。北東部から，長径33cm，短径27cmの楕円形で，深さ8cmのピットが，南東部から径35

cm前後の円形で，深さ9cmのピットが確認されている。

覆土　第117号土境に掘り込まれているため，覆土の堆積状況は不明である。

遺物　土師器片2点が出土しているが，細片で覆土中からの出土である。

所見　本跡は遺物が少なく流れ込みと思われるため，時期は不明である。

第m7号土壌（第267図）

位置　調査4区東部，Illc6区。

重複関係　第116号土墳を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　第116号土壌と重複しているため規模は不明であるが，長軸［2。33］m，短軸1。40mの長方形

と推定される。

長径方向　N－780－E

壁　壁高は20cm前後で，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。北東部と北西部から，径18～25cmの円形で，深さ9－10cmのピットが2か所確認され

ている。また，南東コーナー部西側から，径40cmの円形で，深さ36cmのピットが確認されている。

覆土　9層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量　　　　　　　6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中量　　　　　　　7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量　　　　　　　8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック多量

4　黒褐色　ローム小ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　9　褐　　色　ロームノj、ブロック・ローム中ブロック多量

5　黒褐色　ローム小ブロック少量

遺物　須恵器片49点，土師器片1点が出土している。いずれも細片で覆土中からの出土である。

所見　本跡は遺物が流れ込みと思われ，時期は不明である。

第鼠23号土壌（第268図）

位置　調査4区東部，Hllj7区。

重複関係　本跡は第122号土境に掘り込まれており，本跡が古

い。

規模と平面形　長軸工51m，短軸工31mの長方形である。

長軸方向　N－540－E

壁　壁高は25cm前後で，ほぼ垂直に立ち上がる。東コーナー部

が第122号土境に掘り込まれており，残存しない。

底面　凹凸気味である。南東壁近くに，径25。mの円形で，深さ　　旦劉狛摘

遺芸cm：孟芸票票孟：ニ霊が，。ずれも細片で覆土中　＼～「了、』士∃悶
からである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第268図　第且23号土壌実測図
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所見　本跡は遣物が流れ込みと思われ，時期は不明である。

第且24号土壌（第269図）

位置　調査4区東部，Hllj7区。

重複関係　本跡は第100号土壌を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸工60m，短軸1。32mの長方形である。

長軸方向　N－700－E

壁　壁高は20～28cmで，北西壁は緩やかに，南東壁は垂直に立ち上がる。

底面　北西から北東に向けて，緩やかに傾斜している。

遺物　土師器片12点が出土しているが，いずれも細片で覆土中からである。

所見　本跡は出土遺物が流れ込みと思われ，時期は不明である。

表5　熊の山遺跡墓境の可能性のある土坑一覧表

旦慧◎．一項悶

‾－＼～＿＿＿▼＿．J‾．

0　　　　　1m

ヒ二二」＝∃

第269図　第124号土墳実
測図

土坑

番号
位 置

長 径 方 向

（長 軸方 向）
平 面 形

規　　　　　 模
壁面 底面 覆土 主　　 な　　 遣　　 物 備　　　　　 考

長径（軸）×短径（軸）（m） 深 さ（cm）

11 M l lb o N －400 －E 楕 円 形 1．40　× 1．20 18 緩斜 皿状 人為 土 師器 40 須恵器 7 墓境 の可能 性

12 M l lc9 N －1 0 －W 楕 円　形 1．10　× 1．00 35 垂 直 平坦 人為 墓境 の可能性 粘 土貼 り

14 M l ld 9 N －0 0 楕 円　形 1．40　× 1．15 20 緩 斜 平坦 人為 墓境 の可能性

16 M ll eo N －270 －W 円　　 形 1．15　× 1．15 20 緩 斜 皿状 人為 墓 境 の可能性

17 M lle 9 N －0 0 楕 円 形 0．74　×　0．6 0 22 垂 直 平 坦 不明 土師器 40 須 恵器 7 墓 境 の可能性

2 3 M 12C 4 N 1 6 ぐl E ［楕 円形］ 1．15　×［0．9 0］ 32 外傾 平 坦 人為 土師器 2 S K 24，45→本 跡 墓境の可能性

3 6 M 12a 9 N －0 0 長 方 形 1．72　× 1．3 5 28 外傾 平 坦 不 明 土師器 3 墓 境 の可能性

4 0 M 12b 8 N －0 0 楕 円　 形 2．30　×　2．00 30 外イ頃 平 坦 人為 S K 41→本 跡 墓 境の可 能性

4 1 M 12b 8 N －400－W 長 方 形 1．40　× 1．10 35 垂 直 平 坦 不 明 土師器 10 本 跡→S K 40 墓 境の可 能性

88 I lld3 N －8 90－E 隅丸長方形 2．30　× 1．60 15 外傾 平坦 人為 墓 塀の 可能性

95 I llc5 N －8 50－W 楕 円　 形 1．36　× 1．02 7 外傾 平坦 人為 墓 場の 可能性

96 I lla6 N －7 70…W 隅丸長方形 1．78　× 1．35 9 外傾 平坦 不 明 土 師器2 3 須 恵器3 墓境 の可 能性

104 I lla7 N －6 0－E 長 方 形 ［1．2 4］×　0．87 26 外傾 平坦 人為 墓境 の可 能性

107 I llc7 N －850 －E 長 方 形 1．6 2　× 1．00 4 4 外傾 平坦 不 明 土 師器4 6 須 恵器3 真横 の可 能性

10 9 I llc8 N －460 －E 楕 円　形 1．0 2　×　0．88 3 0 外傾 皿状 人為 墓境 の可能 性

110 I llc8 N －0 0 楕 円　形 1．3 7　× 1．08 25 外イ頃 平坦 不 明 墓境 の可能 性

1 12 I l lg 2 N －0 0 長 方 形 1．75　× 1．23 50 外傾 平坦 人為 土 師器96 須恵 器7 陶 器6 S K 1 14 →本 跡 墓境 の可能 性

1 14 I l lg l N －900 長 方 形 ［2．00 ］× 1．30 54 外傾 平坦 人為 土 師器32 須恵器 6 陶器 1 本跡 →S K 1 12 墓壕 の可能 性

115 I llc 6 N －90。 長 方 形 1．68　× 1．03 20 外傾 平坦 人為 土 師器2 墓場 の可能 性

116 I llc 6 N －4 。－W ［長 方形］ ［2．50］× 1．10 20 垂 直 平坦 － 土師 器2 本跡→SK l15，117 墓頻の可能性

117 I llc 6 N －78。－E ［長方 形］ ［2．33］× 1．40 20 垂 直 平 坦 人為 土師 器49 須恵器 1 S K 116→ 本跡 墓境 の可能 性

123 H llj7 N －540－E 長 方 形 1．51 × 1．3 1 25 垂 直 凹凸 不明 土師 器15 本跡→S K 122 墓境 の可能性

124 H llj7 N －70。－E 長 方 形 1．60　× 1．3 2 28 ［垂 直 傾 斜 － 土師器 12 S K lOO→ 本跡 墓埠 の可能性

（3）その他の土坑
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第275図　土坑実測図（6）

第1号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム中ブロック少鼠　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子微量

第2号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少鼠　炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

第3号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子少最　焼土粒子微量

第4号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量，焼土中ブロック微量

3　黒褐色　粘土小ブロック少量，ローム粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック中量

第10号土坑土層解説

1　暗褐　色　ローム小ブロック少量

2　暗褐　色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量

4　褐　　色　ローム粒子多量

第13号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量
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第15号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子多量

第20号土坑土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少量

2　赤褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子多量

5　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

第26号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量，粘土粒子少量
3　暗褐色　粘土中ブロック中量，

4　黒褐色　粘土粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子少量，粘土粒子微量

6　灰褐色　ローム小ブロック少量，粘土小ブロック中量

7　黒褐色　粘土粒子少量

8　黒褐色　粘土中ブロック中量

9　褐　　色　粘土粒子多量

第30号土坑土層解説

1　褐　　色　ローム小ブロック多量，炭化粒子少量

第31号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量，粘土小ブロック少量

2　灰褐色　粘土粒子多量

3　暗褐色　ローム粒子少鼠　粘土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量
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第33号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，粘土粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子多量

第35号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，粘土粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子少量

第38号土坑土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

第39号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量

第43号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量

第44号土坑土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量，粘土粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子多量

第46号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少鼠　炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

第47号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大ブロック少量，ロームノj、ブロック中量

第48号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　褐　　色　ローム粒子多量

第49号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子多量

4　暗褐色　ローム中ブロック少量

第52号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子少量

第53号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中風　炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少墓，炭化粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子中量

4　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

第54号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量

3　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

第55号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

第56号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック微量，焼土中ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量

4　極暗褐色　焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム中ブロック少量

第58号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック少巌，炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

第60号土坑±層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子少量，粘土粒子微量

第61号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量

第62号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子微量，炭化粒子微量

第63号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

第64号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第65号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子多量

第66号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量

4　暗褐色　ローム粒子中鼠　炭化粒子少量

第68号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

第69号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量

第70号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

第71号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

第72号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子少量

第73号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子少量

第74号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

5　極暗褐色　ローム粒子微量，炭化粒子微量

6　極暗褐色　ローム粒子微量
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第75号土坑土層解説

1極暗褐色　焼土中ブロック中鼠　灰粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

第76号土坑土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量

5　暗褐色　ローム粒子少量

第77号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微量

第79号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量

2　褐　　色　ローム粒子多量

3　黒褐色　ローム粒子微量

第81号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム中ブロック微量，ローム粒子少量

4　灰褐色　ローム粒子中量

第82号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量

第83号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量

第89号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子少量

第90号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロック微量

5　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量

第91号土坑土層解説
1　極暗褐色　ローム小ブロック少量

2　極暗褐色　ローム中ブロック少量

3　黒褐色　ローム中ブロック微量

4　黒褐色　ローム小ブロック微量
5　褐　　色　ローム粒子多量

第92号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

第93号土坑土層解説
1　黒褐色

2　黒褐色

3　黒褐色

4　黒褐色

5　極暗褐色

6　極暗褐色

7　極暗褐色

ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子微量，炭化粒子微量

ローム小ブロック微量，ローム粒子微量

ローム中ブロック少量

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック少量

ローム粒子微量，粘土粒子微量

8　極暗褐色　ローム粒子微量

第94号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム中ブロック少量

第102号土坑土層解説

1極暗褐色　ローム粒子微量

2　明褐色　ローム粒子多量

3　明褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子多量

第105号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック中量
3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子中量

5　褐　　色　ローム粒子中量，灰粒子少量

第106号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム大ブロック中量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

3　極暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量
5　黒褐色　ローム小ブロック少量

6　黒褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子少量

第108号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子少量

第118号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック少量

第119号土坑土層解説

1黒褐色　ローム中ブロック中呈，ローム小ブロック少量

第120号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子多量
3　暗褐色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

第121号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム中ブロック中量

第122号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

第127号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

第128号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子少量
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第276図　土坑出土遺物実測図

第20号土坑出土遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 276図 高杯 A 15．2 脚柱 は円錐形 で，裾 部 は 「ハ 」の字 1不n 縁部 内 ・外 面横 ナデ。 休部上 半 砂粒 ・長 石 ・雲 母 P 463

1 土　 師　 器 B lO．1 状 に広 が る。 坪休部 は外傾 して立 ち 横ナ デ。年 休部 外面 下半へ ラ削 り。 橙 色 8 0％

D 11．0 上 が り， 上位 で明 瞭な稜 を持 ち，上 坪休部 内面 へ ラ磨 き。 脚部 外面へ ラ 普 通 覆土 中

E　 5．5 方へ直線 的に 立 ち上 が り， 口綾 部は

強 く外反 す る。

削 り。 脚部 内面 ，裾部 内 ・外面横 ナ

デ。

2

高坪 A 15．3 脚 部は円錐 形 で裾部 は強 く開 く。坪 全面 ロ タロナ デ。脚部 は三 方に二 連 砂粒 ・長石 P 464

須　 恵　 器 B 15．0 休 部は外傾 して立 ち上が る。 の透か しを有す る。坪 部， 脚部 内 ・ 灰色 60 ％

D 13．0

E　 9．8

外面、裾 部外 面 に粕 がかか る。 普通 覆 土 中
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第26号土坑出土遺物観察表

第31号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第276図 題 B （2．9） 口綾部，頸部破片。頸部は外反して 目線部，頸部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・長石 P 467

5 須　 恵　 器 立ち上が り，目線部は明瞭な稜 を持 灰色 5 ％

ち，内攣気味に立ち上がる。 普通 粗 上中

第33号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 、形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第276図 蓋 A ［13。8］ 天井部破片。天井部はやや膨らみな 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 P 468

6 須　 恵　 器 B （1．9） がら下降する。 灰色

普通

5 ％

覆土中

第38号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第276図 高　 塚 Å［15．0］ 杯部 目線破片。汀線部で稜 を持ち， 目線部内 ・外面横ナデ。内 ・外面黒 砂粒 ・雲母 P 469

7 土　 師　 器 B （息6） 外反する。 色処理。 にぷい褐色

普通

5 ％

覆土中

8

高　 年 B　は 6）】杯部，脚部破片。脚柱は円錐形で，
棒部内面へラナデ。杯部外面へラ削 砂粒・長石・スコリア P 470

上　帥　 器 棒休部は外傾 しなから立ち上がる。 り。脚部外面へ ラ削 り。内面黒色処 にぷい褐色 20％

埋。 普通 覆土中

第75号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第276図 土不 Å 13．9 平底。休部は内攣気味に立ち上が り 目線部外面横ナデ。休部内面へラ磨 砂粒 ・有英・長石・ P 47 1

9 土　 師　 器 B　 4。1 目線部はわずかに外反する。 き。休部外面横ナデ。休部外面下端 雲母 80％

D　 5。8 へラ削り。底部へラ削り。内面黒色

処理。

にぷい赤褐色

普通

覆土中

10

j不 A ［牲 1］ 平底。休部は内攣して立ち上が り， 休部内面へラ磨き。休部外面ロクロ 砂粒 ・雲母 P 472

土　 師　 器 B　 4．3 目線部はわずかに外反する。 ナデ。休部外面下半へラ削り。底部 灰黄色 40％

C ［7．0］ へラ削 り。内面窯色処理。 普通 覆土中

11

高台付隼 Å「日．再 平底に 「ハ」の字状に開 く高台が付 休部内面へラ磨 き。休部外面ロクロ 砂粒 ・雲母 P 473

土　 師　 器 B　 5．6 く。休部は内攣して立ち上がる。 ナデ。底部回転へラ削り。内面黒色 にぷい橙色 30％

D　 8．8

E　 l．4

処理。 普通 孝土中
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第79号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第276図 j不 A ［14．6］ 口綾部，休部破片。休部は内攣して 目線部内 ・外面横ナデ。休部内面へ 砂粒 ・スコリア ・ P 47 4

12 土　 師　 器 B （3．7） 立ち上が り， 目線部はわずかに内傾 ラによる放射状の暗文。休部外面へ 雲母 ・長石，暗赤 10％

する。 ラ削 り。内 ・外面黒色処理。 褐色，普通 覆土中

第93号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第276図 高台付杯 B （1．3） 底部破片。平底に高台が付 く。 底部内面へラ磨 き。底部回転へラ削 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 475

13 土　 師　 器 り。内面黒色処理。 パ ミス，橙色

普通

20％

覆土内

第105号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第276図 高台付杯 B （2．9） 底部破片。平底に 「ハ」の字状に開 休部内面へ ラ磨 き。底部回転へラ削 砂粒 ・ノト礫 ・雲母 P 476

14 土　 師　 器 D ［14．6］ く高台が付 く。休部は内攣して立ち り。内面黒色処理。内面の大半は剥 にぷい赤褐色 10％

E　 l．1 上がる。 離。 普通 擾土中

第106号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第276図
l　 婆 「、…　㍉

A　∠⊥．0
I 目線部，頸部破片。頸部は強 く外反 l昌綾部，頸部内い 外面横ナデ。 砂粒 i長石 も石英

】p 477

15 土　 師　 器 B （6．1） し， 口綾部は外に大 きく開く。 にぷい黄橙色

普通

10％

覆土中

第113土坑出土遣物観察表

図版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値
備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第276図16 不明鉄製品 22．2 3．4 3．0 （140．0） M 4 8　　　 鉄製　　　 覆土中
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表6　熊の山遺跡土坑一覧表

土坑

番号
位 置

長 径 方 向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　　　 模 l壁面

底面 覆土 主　　 な　　 遺　　 物 備　　　　　 考
長径（軸）×短径軸）（m） 深さ（cm）

1 K 15il N －2 0－W 円　　 形 1．00　×（0．78） 58 緩斜 平坦 自然 d 二師器23 須恵器3

2 M 12d7 N －900－E 円　　 形 0．75　×　0．72 32 垂直 平坦 自然 SIllO→本跡

3 K lOe8 N －580－W 円　　 形 1．16　× 1．05 69 外傾 平坦 自然

4 F 14g4 N －810－W 楕 円　形 2．08　× 1．70 40 外傾 平坦 自然 須恵器1

5 G 13h5 N －850－E 隅丸方形 1。05　×　0．73 23 外傾 平坦 自然 S I69→本跡

10 M llbo N －890－W 楕 円　形 1．23　×　0．85 23 緩斜 凹凸 自然

13 M lld8 N －900－W 楕 円　形 1．25　× 1．05 25 緩斜 平坦 自然

15 M lld9 N 1780－W 円　　 形 0．69　×　0．66 16 緩斜 皿状 自然

20 H 13g5 N －650∴E 楕 円 形 1．07　×　0．71 23 外傾 平坦 人為 土師器55 須恵器1 古墳時代後期

26 H 14jl N －5201W 不整楕円形 3．76　×　2．24 110 外傾 平坦 自然 土師器372 須恵器41 鉄棒2

27 L 12e4 N －30－E ［楕円形］ 2．05　×（1．85） 20 緩斜 平坦 自然 SIlOl→本跡

30 L llj8 N －870－W 楕 円　形 1．21 × 1．00 30 外傾 平坦 自然 SI93→本跡

31 H 14jl N －760…E ［楕円形］ 2．50　×　2．26 48 外傾 平坦 自然 土師器67 須恵器1

33 M 12C7 N －350－E 楕 円　形 2．52　×　2．20 62 緩斜 平坦 自然 土師器18 須恵器1

35 M 12a9 N －820－E 不整長方形 2．15　× 1．16 23 緩斜 平坦 自然

38 I 13g8 N －560－W 円　　 形 0．67　×　0．62 20 緩斜 皿状 自然 土師器12

39 I 13a7 N －360－E 円　　 形 0．62　×　0．54 15 緩斜 皿状 自然

42 L 12j2 N －140－E 不整楕円形 3．03　×　2．40 14 緩斜 平坦 自然 SI94→本跡

43 Illd8 N －26㌧E 円　　 形 0．84　×　0．79 24 緩斜 皿状 自然 SI96→本跡

44 L 12f2 N －500－E 楕 円 形 1．44　× 1．24 18 緩斜 皿状 自然

46 M 12b4 N －780－E 楕 円 形 1．63　× 1．25 31 緩斜 平坦 自然 土師器2

47 M 12b4 N －880－E 円　　 形 1．20　× 1．10 25 外傾 平坦 自然

48 L 12j7 N －420－E 楕　円　形 1．80　× 1．28 35 緩斜 凹凸 自然 土師器19

49 M 12h9 N －400－W 楕 円 形 2．28　× 1．94 25 緩斜 平坦 自然 土師器2 須恵器1

52 M 12C6 N －850－W 楕 円 形 1．36　× 1．15 20 緩斜 皿状 自然

53 L 12i5 N －780…W 楕 円 形 1．06　×　0．74 19 緩斜 皿状 自然

54

55

56

58

60

61

62

L 12h5

L 12hl

L 12f6

L 12e8

L 13el

M 13a2

M 13bl

N －320－E

N －330－W

N －170－W

N －320－E

N －200－E

N －210－W

N －230－E

楕 円 形

楕 円 形

楕 円 形

楕 円 形

楕 円 形

楕　円　形

楕　円　形

1。15　×　0．90

2．47　× 1．79

1．67　× 1．24

0．93　×　0．77

0．85　×　0．57

1．13　× 1．00

1．40　× 1．00

31

37

23

36

23

35

32

外傾

緩斜

緩斜

外傾

外傾

緩斜

外傾

垂直

垂直

垂直

外傾

緩斜

外傾

皿状

皿状

皿状

皿状

皿状

皿状

皿状

平坦

平坦

平坦

平坦

皿状

平坦

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自可

自然 l

自然 ！

自可

土師器18

土師器2

SIlO3→本跡

SI92一→本跡

63

64

65

66

68

69 I

M 13bl

M 13bl

M 13b2

M 13al

M llao i

L 13h5

N －440－E

N －340－E

N －150－E

N －73。…W

N －87。－E

N －470－W

円　　 形

円　　 形

円　　 形

楕 円　形

楕 円　形

円　　 形

1．13　× 1．12

0．96　×　0．92

1．30　× 1．25

1．86　× 1．55

0．90　×　0．70

1・88 × 1・83 i

37

30

46

83

14

55

土師器13

土師器11

土師器1 鉄棒1

土師器20 須恵器3

土師器7　　　　　 ！

70 L 13h5 N －20－W 楕 円　形 1．16　× 1．00 60 外傾 平坦

71 L 13g5 N －62。－E 円　　 形
1・20 × 1・14 i 53

外傾 平坦

72 L 13h4 N －850－E 円　　 形
0・96 × 0・90 ！ 50

垂直 平坦

73 L 13dl N －830－W 楕 円　形 2・64 × 2・33 ！ 30 外傾 平坦 自然

74 M llao N －0 0 楕　円　形 2誹 × 2・23 ！ 67
緩斜 皿状 自然

可
L 13g7

N －380－可
（楕円形） 1・25 × 0・99 ！ 22 ！

緩斜 凹凸 自然

－310　－



土坑

番号
位 置

長 径 方 向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主　　 な　　 遺　　 物 備　　　　　 考
長径潮）×短径潮）（m） 深さ（cm）

76 M 12 C3 N －4 0…E 円　　 形 1．35　× 1．29 31 外傾 凹凸 人為 土師器3 須恵器2

77 M 12d 5 N －750…W 円　　 形 0．80　×　0．79 18 緩斜 皿状 自然 土師器6

79 I lOd l N －4 0－W 楕 円 形 江 24］× 1．08 4 5 緩斜 皿状 人為 土師器47 須恵器8 陶器1

8 1 L 12j o N －900－W 円　　 形 1．17　× 1．12 70 垂直 皿状 自然

82 L 13 io N －280－E 楕　 円　形 1．00　×　0．90 40 外傾 皿状 自然

83 M 12d 5 N －890－E 不整楕円形 1．32　× 1．09 12 緩斜 平坦 自然 土師器11 須恵器1

85 M 12e 5 N －900…E 楕　円 形 0．87　×　0．62 41 垂直 皿状 自然

86 M 13a7 N －250－W 楕　円 形 1．27　×　0．76 35 緩斜 皿状 自然

89 I lla3 N －310－E （楕円形） （0．90）×（0．61） 14 外傾 平坦 自然

90 I llb 3 N －10－W 楕　円　形 1．01 ×　0．50 40 垂直 皿状 人為 土師器4

91 I lOd 9 N －350－W 惰 円 形 1．20　×　0．95 50 外傾 平坦 人為

92 I l lc3 N －13。－W 楕　円 形 0．65　×　0．57 32 緩斜 平坦 自然

93 M 12 e5 N 167㌧E 惰 円 形 0．75　×　0．65 25 外傾．皿状 自然 土師器6 須恵器3

94 I l lc5 N －4 0－W 隅丸長方形 1．45　×　0．98 10 緩斜 平坦 自然 土師器3

10 2 I lla 6 N －850－E 楕　円　形 1．40　× 1．45 21 緩斜 凹凸 自然

105 L 13h 8 N －720－W 不整楕円形 1。30　×　0．90 6 5 緩斜 凹凸 人為 土師器1 SI121→本跡

106 I lla 3 N －900－E 欄丸長方柳 1．26　×（0．61） 255 垂直 皿状 自然 土師器8

108 I llc 6 N …l O…E 長 方 形 1．30　×　0．82 2 4 外傾 皿状 自然

113 L 13h 7 N －330－W 楕 円 形 1．27　×　0。94 55 外傾 皿状 － SI121→本跡

118 I ll i7 N －880－W （長方形） （1．52）×（1．45） 22 緩斜 平坦 自然 土師器106 須恵器5 灰粕陶器2

119 H llj7 N －900－E （楕円形） 0．80　×（0．54） 17 緩斜 傾斜 自然 土師器5 須恵器1

120 H llj5 N －820－E 不　　 明 （2．52）×（1．80） 31 緩斜 平坦 人為

121 H lli5 N －860－W ［円　 形］ 0．77　×　0．54 16 緩斜 皿状 自然

122 I lla7 N －900 不 整 形 1．15　×　0．80 32 外傾 凹凸 不明 SK 123→本跡

127 M 12 e5 N －250－E 円　　 形 0．75　×　0．70 24 外傾 皿状 自然 土師器2 S I117－→本跡

128 M 12 e5 N －350－E 楕　円　形 0．50　×　0．39 15 緩斜 皿状 自然 SI117→本跡
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4　地下式墳

地下式境は，調査4区から4基検出されている。いずれも小型で，出土遺物はないが，4区の墓墳群との関

連が考えられる。第1号地下式境と第2号地下式填，第3号地下式境と第4号地下式境がそれぞれ対になった

形で確認されている。以下にその特徴を記載する。

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

仁一一一一一一一一一一一一一一一一一十－－」

第217回　第1号地下式墳実測図

位置　調査4区東部，Illb4区。

主軸方向　N－590－W

竪坑　平面形は径約85cmの不整円形で，深さは87cmである。底面は主室に向かって緩やかに傾斜しており，長

径75cm，短径67cmの楕円形である。長径方向はN－1120－Eである。

童室　確認面の平面形は長軸工85m，短軸工40mの長方形である。天井部は一部残存しており，底面から天井

部までの高さは70－80cm，確認面から底部までの深さは約1mである。底面は平坦で，長軸1。98m，短軸

1。40mの長方形である。長軸方向は主軸方向とほぼ直交し，N－260－Eである。

壁　竪坑，主室ともほぼ垂直に立ち上がっている。

覆土11層からなり，自然堆積である。土層4，5，9は天井部の崩落土層と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物少量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック・炭化粒子少量

4　明褐色　ローム粒子多量

5　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロック・炭化物少量

7　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

9　褐　　色　ローム粒子多量
10　暗褐色　ローム粒子少量

11褐　　色　ローム粒子中量

遺物　本跡に伴う遣物は出土していない。

所見　本跡は遺物がなく時期判断が難しいが，時期は遺構の形態から中世と考えられる。
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第2号地帯式壌（第278図）

第278図　第2号地帯式壌実測図

0　　　　　　　2m

』二二　一七二二二二」

位置　調査4区東部，Illa6区。

主軸方向　N－820－E

竪坑　平面形は長径96cm，短径90cmの不整楕円形で，深さは1。25mである。底面は主室に向かって緩やかに傾

斜しており，長径方向はN－220－Eである。

童室　確認面の平面形は長径工40m，短径1。15mの不整円形である。天井部は一部残存しており，底面から天

井部までの高さは85～95cm，確認面から底部までの深さは約1。25mである。底面は中央部が若干くぼむがほ

ぼ平坦で，長軸1。75m，短軸0。90mの長方形である。長軸方向は，主軸方向と同じである。

壁　竪坑，主室ともほぼ垂直に立ち上がっている。

覆土16層からなり，主室は自然堆積であるが，竪坑は人為堆積と考えられる。土層7，9，10は天井部の崩落

土層と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・ローム中ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子多量

4　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック微量

6　黒褐色　ローム大ブロック少量

7　暗褐色　ローム粒子中量

8　極暗褐色　ローム中ブロック中量

9　褐　　色　ローム粒子多量

10　暗褐色　ローム粒子中量

11黒褐色　ローム粒子中量

12　黒褐色　ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微壷

13　極暗褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロック微量

14　黒褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロック微量

15　黒褐色　ローム小ブロック微量

16　黒褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック微量

遺物　本跡に伴う出土遺物はない。

所見　本跡は遺物がなく時期判断は難しいが，時期は遺構の形態から中世と思われる。
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第3号地下式場（第279図）

位置　調査4区中央部，IlOb9区。

重複関係　第129，130号住居跡を掘り込み，

主室南壁下部を第4号地下式境により掘り

込まれているため，本跡は第129，130号住

居跡より新しく，第4号地下式境より古い。

主軸方向　N－900－E

竪坑　平面形は長軸1．23m，短軸1．03mの長

方形で，深さは1．00mである。底面は西部

が一段低くなっており，一辺80cm前後の方

形である。

主室　確認面の平面形は長軸2．00m，短軸

1．30mの不整形である。天井部は一部残存

しており，底面から天井部までの高さは約

80cm，確認面から底部までの深さは約1．05m

である。底面はほぼ平坦で，長軸2．05m，

短軸1．25mの長方形である。長軸方向は主

軸方向と直交する。

壁　竪坑，主室ともほぼ垂直に立ち上がって
第279図　第3号地下式塘実測図

二

0　　　　　　　　　　　　　2m

トー・・－「－・」

いる。主室の南壁下部が第4号地下式境に

より掘り込まれており，残存しない。

覆土　8層からなる。土層6から炭化材と骨粉が確認されており，天井部が崩落して土層7，8が堆積した後

埋葬施設に利用し，人為的に埋め戻されたと考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ロームノトブロック・ローム中ブロック中量，ローム大ブロック少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

4　暗褐色　ローム大ブロック多量

5　暗褐色　ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム小ブロック中量

7　暗褐色　ローム大ブロック多量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中プロッタ中量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡は遺物がなく時期判断は難しい。遺構の形態から中世と思われるが，自然堆積の途中で埋葬施設に

再利用したと考えられる。

第4号地下式場（第280図）

位置　調査4区中央部，IlOc9区。

重複関係　第3号地下式境を掘り込んでいるため，本跡が新しい。

主軸方向　N－830－W

竪坑　平面形は径約90cmの円形で，深さは1．25mである。底面は西側が一段低く，長軸65cm，短軸55cmの長方

形である。長軸方向はN－80－Eである。
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第280図　第4号地帯式場実測図
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重宝　確認面の平面形は長軸工50m，短軸工30mの不整形である。天井部は一部残存しており，底面から天井

部までの高さは約1。15m，確認面から底部までの深さは約2。00mである。底面はほぼ平坦で，長軸2。00m，

短軸工30mの不整形である。長軸方向は主軸方向とほぼ一致し，N－900－Wである。

壁　竪坑，主室ともほぼ垂直に立ち上がっている。

覆土　4層からなり，土層3，4は天井部が崩落した土層と考えられる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中量

4　褐　　色　ローム大ブロック多量

遺物　土師器片2点，須恵器片2点が出土している。いずれも細片であり，覆土中からの出土である。

所見　本跡は，遺物が少なく流れ込みのため時期判断は難しいが，遺構の形態から中世と思われる。
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表7　熊の山道跡地下式墳一覧表

地下

式墳

番号

位 置
長 径 方 向

（長軸方向）

平　 面　 形
規　　　　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主　 な　 遣　 物 備　　　 考長径（軸）×短径（軸）（m ） 深さ（cm）

竪　 坑 主　 室 竪　 坑 主　 室 竪 主室

1 111b 4 N －590－W 不整円形 長 方 形 0．85×0．85 1．85×1．40 87 100 垂直 平坦 自然 中世

2 Illa 6 N －820－E 不整楕円形 不整円形 0．96×0．90 1．40×1．15 125 垂直 平坦 人為 中世

3 IlOb 9 N －90。一E 方　　 形 不 整 形 1．23×1．03 2．00×1．30 10 0 10 5 垂直 平坦 人為 墓墳　 中世

4 IlOc9 N －830－W 円　　 形 不 整 形 0．90×1．25 1．50×1．30 12 5 200 垂直 平坦 自然 土師器2 須恵器2 中世

5　井　戸

井戸は，調査1区から1基，調査2区から4基，調査4区から1基が検出されている。いずれも流れ込みの

遣物が多く時期判断は難しいが，第2－6号井戸は確認された位置から，墓城との関連が考えられる。以下に

その特徴を記載する。

第1号井戸（第281図）

ここ「二

0　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿⊥－I

第281図　第1号井戸実測・出土遺物拓影図

0　　　　　5cm

」・－」」

位置　調査1区南部，I14d3区。

規模と形状　掘り方は，平面形が1．60m前後の円形をしており，確認面から1．00mの深さまで急傾斜を持ち，

その下80cmは，径86cmの円筒形をしており，底面まで続いている。

覆土　5層からなり，自然堆積である。
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土層解説

1　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土大ブロック少鼠　ローム中ブロック微量

2　橙　　色　粘土中ブロック多鼠　ローム中ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子・粘土中ブロック少量，ローム中ブロック微量

・1　黒　褐　色　ローム粒子・粘土中プロ、リク少量ノIlヽ　　l’マ　　　　　〕　　　　　　　　　　　　　　ヽ．’－’t lふ　J lト1－一　題　　　　　　　　　　　ノ　　／　　一ノ′　患

5　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片21点，須恵器片2点が出土している。いずれも細片で覆土中からの出土である。1は須恵器片

で，外面に縦位の平行叩き後カキ目痕が施され，内面には同心円当具痕が施されている。

所見　遺物が少なく流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。

第2号井戸（第282図）
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第282図　第2号井戸実測図

位置　調査2区西部，Mllb9区。

重複関係　第96号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と形状　掘り方は，平面形は長径1。70m，短径1。35mの楕円形をしており，確認面から72cmの深さまで急

傾斜を持ち，そこから下工92mは径100cmの円筒形をしているが，底面までは確認されていない。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・粘土小ブロック少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・粘土小ブロック微量

4　黒褐色　ローム中ブロック・粘土大ブロック少量

遺物　土師器片64点，須恵器片12点，鉄棒1点が出土している。大半が第96号住居跡の遣物の流れ込みと思わ
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れる。

所見　本跡の周辺は，平安時代末から中近世にかけて墓域が形成されていたと思われ，墓域に伴う中世の井戸

と考えられる。

第3号井戸（第283図）

位置　調査2区西部，Mllco区。

重複関係　第97号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と形状　平面形は長径4。05m，短径2。90mの不整楕円

形をしており，確認面から53cmの深さまで緩傾斜を持ち，

そこから下69cmは径170cmの円筒形をしているが底面ま

では確認されていない。

覆土　8層からなり，土層2～8は人為堆積で，土層1は

自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化材微量

3　黒褐色　焼土粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子・灰微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子・灰微量

5　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・灰微量

6　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　極暗褐色　粘土中ブロック少量，ローム小ブロック少量

8　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片86点，須恵器片31点，鉄棒1点が出土して

いる。大半は第97号住居跡の遣物の流れ込みと思われる。

所見　本跡は第2号井戸と同様に墓城に伴う中世の井戸と

考えられる。

0　　　　　　　2m
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第283図　第3号井戸実測図

第4号井戸（第284図）

位置　調査2区中央部，L12j7区。

規模と形状　平面形は長径1。25m，短径1。15mの楕円形をしてお

り，確認面から50cmの深さまで急傾斜を持ち，そこから下1。39m

は径96cmの円筒形をしている。

覆土　9層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック中鼠　ローム中ブロック・粘土小ブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土小ブロック・粘土中ブロック少量

4　褐　　色　粘土小ブロック・粘土中ブロック中量，ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子・粘土小ブロック少量

6　黒褐色　粘土小ブロック中量，ローム小ブロック少量

7　黒褐色　粘土小ブロック多量，ローム粒子少量

8　黒褐　色　ローム小ブロック・粘土小ブロック少量

9　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。
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所見　本跡は遺物がなく時期判断が難しいが9　第2号井戸や第3号井戸と同様にラ　墓蟻に伴う中世の井戸と思

われる。

第5号井詳（第285図）

0　　　　　　　2m
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第謂匡　第　号井戸実測図

位置　調査2区中央部，L12h8区。

規模と形状　平面形は長径2。78m，短径2。40mの楕円形をしており，確認面から工35mの深さまで急傾斜を持

ち，そこから下1ゆ09mは径130cmの円筒形をしている。

覆土　8層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色
3　暗褐色

4　暗褐色

5　黒褐色
6　黒褐色

ローム粒子・粘土小ブロック中風　ローム小ブロック・炭化粒子・粘土中ブロック少量

ローム粒子中量，粘土小ブロック少量
ローム粒子少量，粘土小ブロック微量

ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・粘土粒子少量

7　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

8　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片77点，須恵器片3息　鉄棒3点が出土している。いずれも細片で覆土中からの出土である。

所見　本跡は遺物が流れ込みと思われ時期判断は難しいが，第2号井戸と同様な理由から中世の墓城に伴う井

戸と思われる。
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第6号井戸（第286図）
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第286図　第6号井戸・出土遺物実測・拓影図
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位置　調査4区東部，Illbo区。

規模と形状　北部が調査区城外のため，規模は不明であるが，平面形は径［4．10］mの円形と推定される。確

認面から1．60mの探さまでは階段状の急傾斜を持ち，そこから下90cmは202cmの円筒形をしている。

覆土　9層からなり，自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム′トブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム中ブロック多量，ローム大ブロック少量

3　黒褐色　ロームノトブロック・焼土粒子・粘土粒子微量

4　褐　　色　ローム中ブロック・ローム大ブロック多量，ローム小ブロック少量

5　暗褐色　ロームノトブロック・ローム中ブロック少量

6　黒褐色　ローム粒子微量

7　黒褐色　ローム粒子少量

8　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・粘土粒子微量

9　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック中量，粘土小ブロック微量

－320－



遺物　土師器片113点，須恵器片17点，支脚1点，北宋銭2点が出土している。1の土師器の高年と4の北宋

銭（元祐通賛）が覆土中から，3の北宋銭（憮寧元賛）が下層から，2の土師器の婆が底面直上から出土し

ている。

所見　本跡は墓城の中心と思われる地点に近く，墓域に伴う中世の井戸と考えられる。

第6号井戸出土遺物観察表

図版∵番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第2矧図 高　 塚 A ［16．6］ 脚部破片。裾部は 「ハ」の字状に強 脚部外面へラ削 り。裾部内 ・外面ナ 砂粒 ・石英 ・長石 P 46

1 土　 師　 器 B （6．4） く開 く。 デ。 にぷい褐色

普通

25％

覆土中

2

婆 A ［16．0］ 休部上位 から口綾部にかけての破 日録部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・スコリア P 4 61

土　 師　 器 B （5．6） 片。休部 と口綾部の境に稜がある。 ラ削り。休部内面ナデ。 黒褐色 5 ％

口綾部は外反 して立ち上がる。 普通 覆土中

図版 番 号 種　　 別

計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

長　 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm ） 重 量 （g ）

第286図 3 古　　　 銭 2．3 2．3 0 ．1 2．4 M 34　　 勲 寧元賛 （北采 1068年）　　 銅 銭　　 覆土 中　　　　 100％

4 古　　　 銭 2．4 2．4 0 ．1 3．0 M 35　　 元祐 通賛 （北采 10 86年）　　 銅 銭　　 覆土 中　　　　 100％

表8　熊の山遺跡井戸一覧表

井戸番号 位　 置 平 面 形

規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主　　 な　　 遺　　 物 備　　　　　 考
長径（軸）×短径（軸）（m） 深さ（cm）

1 I14d3 円　　　 形 1．60　× 1．60 180 急傾 平坦 自然 土師器21 須恵器2

2 M llb9 楕　 円　 形 1．70　× 1．35 （264） 急傾 － 自然 土師器64 須恵器12 鉄棒1 中世

3 M llco 不整楕円形 4．05　×　2．90 （122） 緩斜 － 自然 土師器86 須恵器31 鉄棒1 中一世

4 L 12j7 楕　 円　 形 1．25　× 1．15 189 急傾 平坦 自然 中世

5 L 12h8 楕　 円　 形 2．78　×　2．40 244 急傾 平坦 自然 土師器77 須恵器3 鉄棒3 中世

6 I llbo ［円　　 形］ ［4．10］×［4．10］ 250 急傾 平坦 自然 土師器113 須恵器17 北宋銭2 中世
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6　溝

今回の調査で，調査1区から3条，調査2区から4条，調査3区から2条，調査4区から2条，計11条の溝

が検出されている。調査3区の2条は道路状遺構と思われる。いずれも時期は不明である。以下，検出された

遺構について記載する。

第且号溝（第287e付図）

位置　調査2区南東部，K15il区。

規模と形状　北東側が調査区城外になるため規模は不明であるが，確認された長さは，北から南へ約（3。5）m

延び，東へクランク状に曲がり，約（2）m延びる。上幅45～57cm，下幅18～35cm，深さ18～55cmである。断

面形はU字形である。

方向　K15hl区から南（N－70－E）に直線的に延び，K15il区で東（N－870－E）に直線的に延びる。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説（A－A′）
1　暗褐色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　炭化物少量，ローム粒子・ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子・粘土小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　本跡に伴う遣物は出土していない。

所見　遺物は流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。

旦19．6汀一

竃㌻』土∃悶
第281回　第1号満断面図

第2号溝（第288。付図）

位置　調査3区西部，KlOh9区～Kllf4区。

重複関係　第11，12，13－A，14号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。

規模と形状　長さ約21mで，上幅15～90cm，下幅10～60cm，深さ14cm前後である。断面形はU字形で，底面が

踏み固められている。

方向　KlOh9区から北東（N－700－E）に，ほぼ直線的に延びており，方向的に第3号溝とつながると思わ

れる。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説（Ae BeC）
1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子・ローム大ブロック少量

遺物　土師器片58点，須恵器片2点が出土している。

所見　底面が踏み固められており，道路状遺構の可能性が考えられる。また方向的に，第3号溝とつながると

思われる。遺物はいずれも流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。

旦21．0m　　＿　旦2。．6m

「二三二r‾　　　‾‾謡二己妄r
2

第288図　第2号満断面図
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第3号溝（第289e付図）

位置　調査3区東部，Klld8区～K12C3区。

規模と形状　東側が調査区域外になるため規模は不明であるが，確認された長さは約（22）mで，上幅48～92

cm，下幅27～70cm，深さ17－28cmである。断面形はU字形で，底面は踏み固められている。

方向　Klld8区から北東（N－780－E）に，ほぼ直線的に延びており，方向的に第2号住居跡とつながると

思われる。

覆土11層からな生　自然堆積である。

土層解説（A・B・C）
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，．ローム小ブロック微量
5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量
6　黒褐色　ローム大ブロック少量，ローム粒子少量

7　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量
8　暗褐色　ローム粒子中量
9　黒褐色　ローム粒子少量

10　黒褐色　ローム粒子微量
11黒褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片22点，須恵器片10点が出土している。

所見　底面が踏み固められており，道路状遺構の可能性が考えられる。また方向的に9　第2号溝とつながると

思われる。遺物はいずれも流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。

旦臓超m　　　　随
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第289図　第3号溝断面図
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第4号溝（第290e付図）

位置　調査1区北部，F13C6区～F14e7区。

重複関係　第5号溝を掘り込んでいるため，本跡が新しい。

規模と形状　東側が調査区城外になるため規模は不明であるが，確認された長さは約（43）mで，上幅130－220

cm，下幅7～125cm，深さ約27～58cmである。断面形はU字形である。

方向　F13C6区から南東（N－1060－E）に，ほぼ直線的に延びている。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説（A・B・C・D）
1　黒褐色　ローム中ブロック少量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量，ローム粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　土師器片400点，須恵器片18点，陶器片1点，鉄棒1点が出土している。

所見　遣物は流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。
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第5号溝（第290。付図）

位置　調査1区北部，F13C6区一群14e2区。

重複関係　第3号溝に掘り込まれており，本跡が新しい。

規模と形状　長さ約30mで，上幅85～340cm，下幅60～320cm9　深さ13～25cmである。断面形はU字形である。

方向　F13C6区から南東（N－1030－E）に，ほぼ直線的に延びている。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説（A。B・C）

5　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子・ロ㌧－ム小ブロック微量

7　暗褐色　ローム粒子中量
8　暗褐色　ローム粒子・ロームノトブロック少量

9　褐　　色　ローム粒子・ローム大ブロック多量

遺物　土師器片323息　土師貿土器片1点が出土している。1，2の土師器婆が覆土中から，3の土師器婆が南

壁下中央部の底面から，4の土師質土器の内耳鍋が北壁下西側の覆土中から出土している。

所見　遺物は流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。

第5号溝出土遣物観察表

2

ミニチュア A ［5。8］ 休部は内攣して立ち上がり，中位に 口綾部，体部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・長石 P 480

土　 師　 器 B （4．5） 最大径を持つ。 口綾部は折 り返す。 にぷい橙色

普通

20％

覆土中

3

婆 A ［22．8］ 丸底。休部は内攣 して立ち上がり， 目線部内 ・外面横ナデ。頸部，休部 砂粒 P 478

＼上　 師　 器 B （25．8） 下位に段を有 し，中位 で最大径 を持 外面へラ磨 き。目線部，頸部，休部 明暗赤褐色 40％

つ。頸部は外反気味に立ち上がり，

口綾部は折 り返す。

外面刷毛目整形後，磨 き。 普通 底直

4

内耳土器 A ［30．1］ 口綾部破片。休部は直線的に外傾す 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面横 砂粒 ・雲母 P 481

土師質土器 B　は 0） る。 ロ綾部はわずかに厚味を増す。 ナチや。 黒褐色

普通

5 ％

覆土中

第6号溝（第291・付図）

位置　調査1区北部，F13e7区～F13fo区。

重複関係　　第43号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と形状　西側が調査区域外になるため規模は不明であるが，確認された長さは約（14。8）mで，上幅60～

250C叫　下幅40～220cm，深さ16－18cmである。底面はほぼ平坦である。

方向　F13e7区から東（N－1050－E）に直線的に延びる。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説（A－A′）

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子少量

2　黒褐色　ロームノトブロック少量，ローム粒子微量

3　明褐色　ローム粒子多量

4　褐　　色　ローム粒子多量

5　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　遺物は流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。
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第29鼠図　第6号溝断面図



第8号溝（第292・付図）

位置　M13dl区～M13fl区。

重複関係　第9号溝を掘り込んでいるため，本跡が新しい。

規模と形状　南側が調査区城外になるため規模は不明であるが，確認された長さは約（9．5）mで，上幅33－

52cm，下幅5－38cm，深さ8～17cmである。断面形はU字形である。

方向　M13dl区から南（N－00）に，ほぼ直線的に延びている。

覆土　単一層で自然堆積である。

土層解説（A・B）
1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物少量

遺物　土師器片45点，須恵器片7点が出土している。

所見　遺物は流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。

旦20．。m

「。エア　　　「電云≧Z7‾‾

F

「壱琶三三三フ「
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0　　　　　　　　　　　　2m
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第292図　第8・9・10号溝断面・出土遺物実測図

0　　　5cm
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第9号溝（第292・付図）

位置　M13fl区～K14j2区。

重複関係　第8号溝に掘り込まれ，第10号溝を掘り込んでいる。従って，第8号溝より古く第10号溝より新し

い。

規模と形状　長さ約83mで，上幅53－180cm，下幅30～140cm，深さ20～30cmである。断面形はU字形である。

方向　M13fl区から北東（N－480－E）に，ほぼ直線的に延びている。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説（B・C・D）

2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物　土師器片89息須恵器片37点，灰粕陶器片1点が出土している。覆土中から1の須恵器婆が出土してい

る。

所見　遺物は流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。

－326－



第9号溝出土遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第292図

1
⊥

聾 A ［63J ］ 口綾 部破 片。 頸部 は外傾 して立ち上 口綾部 ，頸部 内 ・外面 ロ クロナデ。 砂粒 ・雲母 P 482

う再　　 宙　　 旦旦 1コ　！C　n＼
l U　 ＼U．Uノ

lが り， ［封綾部 は下 方に屈 曲 し， 朋 。ド悪立R 】頸部外 面粁措 き波状文 。 r石鳥
l ！ノ＼Cニi　　　　　　　　　　　　　　 】

に　q／
J　／U

は上方につまみ上げられる。 普通　　　　　　l覆土中

第五0号溝（第292e付図）

位置　M13cl区～M13C9区。

重複関係　第9号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と形状　長さ約32。6mで，上幅100－160cm，下幅60～110cm，深さ約30cmである。断面形はU字形である。

方向　M13cl区から東（N－870－E）に，ほぼ直線的に延びている。

覆土　5屑からなり，自然堆積である。M13C3区の覆土中から骨粉が確認されている。

土層解説（De Ee F）

5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物微量

遺物　土師器片226点，須恵器片60点，灰粕陶器片7点，刀子1点，鉄棒4点が出土している。いずれも細片

で覆土中からの出土である。2の丸玉は覆土中から出土している。

所見　遣物は流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。

第10号溝出土遣物観察表

図版番号 種　　 別

計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第292図 2 丸　　　 玉 （0．6） （0．9） 1．0 0．2 （1．0） メ　　ノ　 ー 覆土中 Q 3 1　　　　　　　　 50％

第m号満（第293・付図）

位置I9bo区～I9do区。

規模と形状　北側と南側が調査区城外になるため規模は不明であるが，確認された長さは約（8。5）mで，上

幅140～175cm，下幅45～75cm，深さ約80cmである。断面形は逆台形で，底面は平坦である。

方向　HlOjl区から西北西（N－1730－W）に，ほぼ直線的に延びる。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説（A－A′）

1　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，

焼土中ブロック・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，

焼土中ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック・炭化

粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，炭化

粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量，

炭化粒子少量
0　　　　　　　1m

L二土＝」

第293図　第11号満断面0出土遺物実測図
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遺物　土師器片439息　須恵器片55点，灰粕陶器片2点，陶器片2息　磁器片1息　鉄棒3点が出土している。

いずれも細片で覆土中からの出土である。1の土玉は覆土中から出土している。

所見　掘り込みがしっかりしており，他の溝と比べても深く，堀としてもよい遺構である。出土遺物が流れ込

みと思われるため，本跡の時期は不明である。

第11号溝出土遣物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第293図 1 土　　　 玉 1．9 1．9 2．1 0．4 6．0 覆土中 D P 33　　　　　　　　　　　 100％

第五2号溝（第294・付図）

位置IlOe9区～IlOg9区。

規模と形状　南側が調査区域外になるため規模は不明であるが，確認された長さは約（9。8）m，上幅80～130cm，

下幅55－98cm，深さ約35cmである。断面形はU字形である。

方向IlOb9区から南（N－00）に，ほぼ直線的に延びる。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説（A－A′）

1　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック・炭化粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック微量

遺物　土師器片95点，須恵器片14点，鉄棒3点が出土している。

いずれも細片で覆土中からの出土である。

所見　墓域のすぐ西側に位置するため，墓域に関係する中世の溝

の可能性も考えられるが，大半が調査区外にあると思われる上，

21．6m

二蔭≡≡グ㍉』ゴ
遺物は流れ込みのため，時期，性格とも明確ではない。　　第29咽　第五2号溝断簡周

7　その他の遺構

調査2区北東部に，長軸約7m，短軸約2。5mの範囲で鍛造剥片が集中的に出土している地点が存在するが，

壁も床も確認できなかった。性格不明遺構（SXl）とし，鍛造剥片が出土した範囲を記載する。調査4区東部

に，溝が巡る墓墳（SX2）が検出されており，元来は小さな塚であったと思われる。これについても特徴や遺

物について記載する。また，2区，3区，4区でそれぞれ検出されたピット群についてもここで記載する。

性格不明遺構（SX且）（第295図）

位置　調査2区北東部，L13d7区。

規模と平面形　鍛造剥片と鉄棒が確認された範囲は，長軸6。95m，短軸2。5mの不整形である。

長軸方向　N－120－E

壁　確認されていない。

底面　確認面から約40cm下まで鍛造剥片と鉄棒が出土しており，そこが底面の可能性もあるが締まりが他の土

層と同じであり，底面とは断定Lがたい。
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覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒　　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子微量
3　黒　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒　　色　ローム粒子微量

遺物　土師器片412点，須恵器片27点，磁器片5点，鉄製品1点，鉄棒91点と鍛造剥片が出土している。特に

長軸3。20m，短軸2。20mの範囲で，中央部を中心に鍛造剥片が集中的に出土している。

所見　鍛造剥片の出土が多いため，鍛冶工房が存在した可能性も考えられるが明確ではなく，時期も不明であ

る。

窮鼠号塚（＄X2）（第296図）

位置　調査4区東部，I12cl区。
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規模と平面形　溝の外径は，長径3。85m，短径3。38mで楕円形に巡る。

長径方向　N－30－W

満　幅45～70cm，深さ12～23cmで，断面形はU字形である。覆土は7層からなる自然堆積である。5層は暗褐

色で，ローム小ブロック少量である。6層は暗褐色でローム小ブロック中量である。7層は褐色でローム粒

子多量である。8層は極暗褐色で，ローム粒子eローム小ブロック微量である。9層は暗褐色で，ローム粒

子eローム小ブロック微量である。10層は暗褐色で，ローム粒子eローム小ブロック少量である。11層は暗

褐色で，ローム粒子少量，ローム大ブロック微量である。

土坑　溝の内側には，マウンドを有していたと思われるが削平されて存在せず，中央部南寄りに長径73cm，短

径60cmの不整楕円形で深さ18cmの土坑が確認された。覆土は4層からなり，人為堆積である。1層は暗褐色

で，ローム粒子。ローム小ブロック少量である。骨粉が微量確認されている。2層は暗褐色で，ローム小ブ

ロック少量である。3層は暗褐色で，ローム小ブロックe炭化物微量である。4層は褐色で，ローム粒子多

量である。

遺物　土師器片5点，須恵器片2点，陶器片1息　五輪塔1息　礫10息　竃支脚2点が出土している。1の常

滑焼の婆と2の須恵器の婆が西側の溝の覆土中から，3の五輪塔の空風輪が中央部の土坑の東側確認面から

出土している。また，礫は西側の溝の覆土中に集中している。いずれも溝からの出土である。

所見　確認面から五輪塔が出土したこと，溝が巡っていること，中央の土坑から骨粉が確認されたことなどか

ら中世の塚状の墓であったと思われる。

第1号塚出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第296図 窪 A ［29．0］ 口綾部，頸部破片。頸部は外反気味 日綾部，頸部内 ・外面ナデ。 口綾部 砂粒 ・長石 ・石英 P 483

1 陶　　　 器 B （8．3） に立ち上が り，口緑部は下方に屈曲 内面，頸部外面に灰粕がかかる。 灰褐色 5 ％　 常滑

し，端部は上方に摘み上げられる。 普通 S X 2 覆土中

2

婆 B （2．8） 底部破片。平底で休部は外傾して立 休部，底部内面へラナデ。 砂粒 P 484

須　 恵　 器 C ［20．4］ ち上がる。 にぷい赤褐色

普通

5 ％

S X 2 覆土中

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第296図3 五　 輪　 塔

（空 風 輪 ）

20．9 17．1 14．6 76 80．0 花　 崗　 岩 確認面 Q 37　　　　　　　　　　　 100％

2匹ピット群（第297図）

位置　調査2区中央部，L12i6区～M12a6区。

規模　南北約10。7m，東西約4。Omの長方形に19か所確認されている。柱穴の掘り方は長径33～55cm，短径24

～43cmの楕円形で，深さは23～60cmである。柱痕跡は確認できなかった。

遺物　出土していない。

所見　当初，掘立柱建物跡と考え調査したが，柱穴の掘り方が小さく，桁や梁も並ばなかったのでピット群と

した。出土遺物がなく時期も性格も不明である。

3匹ピット群（第298・299図）
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位置　調査3区西部，KlOe8区～KlOg9区。

規模　東西8m，南北12mの範囲で41か所確認されている。柱穴の掘り方は長径28～73cm，短径28～61cm，深

さ8～83cmである。18か所の柱穴で，径13～32cm，深さ23～67cmの柱痕が確認された。

覆土　ロームブロックを含む黒褐色土と暗褐色土を中心に版築されている。以下，柱痕の確認された柱穴と撹

乱を受けていない柱穴の土層を解説する。

土層解説

Pl

l　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

P3

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量

1　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量

4　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

P5

1　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

P7

1　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

P8

1　褐　　色　ローム粒子多量

2　褐　　色　ローム粒子中量

P9

1　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子中量

PlO

l　黒褐色　ローム中ブロック微量，ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

Pll

l　極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子少量

P12

1　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

2　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

3　極暗褐色　ローム粒子少量

P13

1　灰褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量

3　灰褐色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　極暗褐色　ローム小ブロック少量

P14

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

P15

1　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量

P16

1　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

P17

1極暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中量

2　暗褐色　ローム粒子中量

P18

1　暗褐色　ローム粒子中量

P19

1　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

2　暗褐色　ローム粒子中量

P20

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子微量

3　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

4　褐　　色　ローム小ブロック微量

5　褐　　色　ローム粒子中量

P22

1　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，粘土小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量

P23

1　暗褐色　ローム小ブロック微量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

4　極暗褐色　ローム粒子少量

P24

1　暗褐色　ローム小ブロック少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量

P25

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子少量

4　極暗褐色　ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量

P26

1　極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子多量

P27

1　黒褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ロームノj、ブロック・ローム中ブロック中量

P28

1　極暗褐色　ローム小ブロック中量

2　暗褐色　ロームノトブロック・ローム中ブロック中量
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P29

1　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量

3　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中量

4　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム大ブロック中量

5　黒褐色　ローム小ブロック少量

P30

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

P31

1　褐　　色　ローム小ブロック中量

2　極暗褐色　ローム粒子少量

P32

1　黒褐色　ローム小ブロック微風　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子多量

P33

1　黒褐色　ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ローム′トブロック少量

3　黒褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック少量

P34

1　暗褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子中量

P35

1　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量

P36

1　極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量

P37

1　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中量

3　暗褐色　ローム粒子中量

P38

1　暗褐色　ローム粒子中量

2　極暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量

P39

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，粘土粒子微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量

3　極暗褐色　ローム中ブロック少量

4　極暗褐色　ローム粒子微量

遺物　出土していない。

所見　柱痕の確認された柱穴が18か所あり，掘立柱建物跡が2棟以上は存在した可能性があるが，形状等は不

明である。出土遺物もなく，時期は不明である。

4区ピット群（第300図）

位置Illb6区～Illd8区。

規模　東西13m，南北8mの範囲で不規則に56か所確認されている。柱穴の掘り方は長径25～95cm，短径25～

75cmの楕円形と円形で，深さは14～100cmである。柱痕は確認されていない。

覆土　いずれもローム粒子・ローム小ブロック混じりの黒褐色土と極暗褐色土である。骨粉がP17の覆土中か

ら，炭化した竹がP9の覆土中から確認されている。

遺物　覆土中から骨粉と炭化材が出土している。

所見　柱穴の並びと掘り方が不規則であり，掘立柱建物跡とは考えられない。墓城の中に集中的に確認される

ことから，墓域に関わる遺構と思われる。
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8　遺構外出土遺物（第301・302・303図）

当遺跡の遺構に混入して出土した縄文土器や石器，表面採集，遺構確認中に出土した遣物の中から特色のあ

るものを抽出し，拓影図，実測図及び一覧表で掲載した。

㍉十

20

第301回　遺構外出土遺物実測図（1）
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第303図　遺構外出土遺物実測図（3）
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第301図1は深鉢の口綾部破片である。口綾部に「Ⅴ」字状の隆帯が貼られ，縄文が施されている。2は深

鉢の口綾部破片で，渦巻き文が施されている。3は深鉢の胴部破片で，2条の沈線が垂下している。4，6は

深鉢の胴部破片で，沈線間に磨消しが施されている。5，7は深鉢の胴部破片で，縄文施文後，懸垂文が施さ

れている。11は深鉢の胴部破片で，列点文が施されている。12は探鉢のロ綾部破片で，口綾部に沈線が巡り，

その下に蕨手文が施されている。13，14は土師器婆の休部破片で，外面に刷毛目整形がされている。15は須恵

器片で，外面に4条の沈線の上下に櫛描き波状文が施されている。16は須恵器要の口綾部の破片で，外面に櫛

描き波状文が施されている。17は須恵器片で，外面に2本以上の沈線の間に櫛描き波状文が施されている。18

は須恵器片で，外面に縦位の平行叩き後カキ目痕が施され，内面には同心円当具痕が施されている。19は須恵

器片で，外面に縦位の平行叩き後カキ目痕が施され，内面には同心円当具痕が施されている。20は須恵器片で，

外面に斜位の平行叩き後カキ目痕が施され，内面には同心円当具痕が施されている。21，22は須恵器片で，外

面に格子目の叩きが施され，内面はロタロナデが施されている。

遺構外出土遣物観察表

図版番 号 器　　 桂 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 302図 土不 A ll．7 底部 丸底 。休 部 は内攣 して立 ち上 が 口緑部 内 ・外面 梼ナ デ。休 部外 面へ 砂粒 ・雲母 ・ス コ P 500

23 土　 師　 器 B　 4．2 リ，休部 と口綾部 の境 に稜が あ る。 ラ削 り後 ナデ。休 部 内面ナ デ。 リア，橙 色 10 0％

口織部 は外反 す る。 普通 調査 4 区表採

24

杯

須　 恵　 器

B （0．6）

C ［9．0］

底 部破片 。底部 平底。 底部 に墨書。 砂粒 ・石英 ・長石 ・

雲母 ，灰 色

普通

P 488

10 ％

調査 1 区表採
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 l　 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第302図 夷投
一　　　皿L

A 14．0 高台部から口綾部にかけての破片。 内 ・外面ロクロナデ。高台部内 ・外 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 498

25 須　 恵　 器 B　 3．1 高台部は 「ハ」の字状に開 く。休部 面ナデ。 雲母 70％

D　 7．6

E　 O．7

は外傾 して立ち上が り， 口綾部は直

線的に外傾す る

黄灰色

普通

調査 3 区表採

26

高　 年 D ［10．2］ 裾部破片。裾部は 「ハ」の字状に開 裾部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・黒色斑点 P 485

須　 恵　 器 E （3．1）

C　 4．9

く。 灰白色

普通

5 ％

調査 1 区表採

27

椀 A lO．0 口綾部一部欠損。底部平底。休部は 口綾部か ら休部にかけて内面へラナ 砂粒 ・石英 ・スコ P 497

土　 師　 器 B　 4．5 内攣して立ち上が り，口綾部に至る。 デ。休部外面中位から下位にかけて リア，にぷい橙色 95％

C　 4．9 へラ削 り。底部木葉痕。 普通 調査 3 区表採

28

捏　 鉢 B （3．4） 底部から休部下位 にかけての破片。 体部内 ・外面ロクロナデ。底部ナデ。 砂粒 ・長石 P 486

須　 恵　 器 C ［10．6］ 底部厚みのある平底。底部 と休部の 黄灰色 5 ％

境に稜がある。休部は外傾する。 普通 調査 3 区表採

29

窪 A 13．0 休部上位か ら口綾部にかけての破 口線部内 ・外面横ナデ。休部外面櫛 砂粒 ・長石 P 501

土　 師　 器 B （5．7） 片。休部は内攣 して立ち上が り， 日 目整形。休部内面ナデ。 暗褐色 20％

線部は外反する。 普通 調査 4 区表採

30

皿 A ［6．2］ 底部から口縁部にかけての破片。底 口綾部から休部にかけて内 ・外面ナ 砂粒 ・雲母 P 49 0

土師質土器 B　 2．4 部平底。休部は外傾 して立ち上が り， デ。底部回転糸切 り。 橙色 60％

C　 3．3 口綾部に至る。 藩通 調査 2 区表採

31

皿 A　 8．2 底部丸底。休部は内攣 して立ち上が ［1線部内 ・外面ロクロナデ。体部外 砂粒 P 49 4

土師質土器 B　 2．2 り，目線部に至る。 面削り後ナデ。休部内面ナデ。 橙色

普通

99％

調査 2 区表採

32

血 A　 8．1 底部平底。体部は外傾して立ち上が 口綾部か ら休部にかけて内 ・外面ナ 砂粒 P 493

土師質土器 B　 2．0

C　 6．1

り，目線部に至る。 デ、。底部削り後ナデ。 にぷい橙色

普通

100％

調査 2 区表採

33

皿 A　 8．2 底部平底。休部は外傾 して立ち上が 口綾部から休部にかけて内 ・外面ナ 砂粒 P 496

土師質土器 B　 l．7

C　 6．0

り， 口綾部に至る。 デ。底部削り後ナデ。 にぷい橙色

普通

95％

調査 2 区表採

34

皿 A　 8．3 底部平底。休部は外傾 して立ち上が ［］縁部から休部にかけて内 ・外面ナ 砂粒 P 495

土師質土器 B　 l．9

C　 6．0

り， 口綾部に至 る。 デ。底部削 り後ナデ。 にぷい橙色

普通

95％

調査 2 区表採

35

長頸壷 B （6．8） 休部中位か ら上位にかけての破片。 体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・石英 ・長石・ P 499

須　 恵　 器 休部中位は外傾 して立ち上がり，体 雲母，黄灰色 10％

部上位は内傾する。 普通 調査 3 区表採

36

提　 瓶 A ［6．6］ 休部上位から口綾部にかけての破 口縁部内・外面ロクロナデ。体部内・ 砂粒 P 492

須　 恵　 器 B （4．2） 片。休部は内攣 して立ち上がり，口 外面ロクロナデ。 灰色 20％

綾部は外反する。 普通 調査 2 区表採

37

38

39

香　 炉 B （2．5） 底部か ら休部下位にかけての破片。 体部内 ・外面ロクロナデ。外面に粕 砂粒 P 49 1

陶　　　 器

内耳土鍋

D ［7．2］ 足部貼付。休部は直立 して立ち上が が施 されている。底部無粕。

口綾部か ら休部にかけて内 ・外面ナ

デ。

口綾部から胴部にかけて内 ・外面ナ

にぷい黄色 10％

E　 O．5 る。 普通 調査 2 区表採

A ［35．6］ 休部上位 から口綾部 にかけての破 砂粒 ・長石 P 48 9

土師質土器

浅　 鉢

B （5．7）

A ［48．0］

片。休部は外傾 して立ち上が り，日 にぷい褐色 5 ％

綾部に至 る。 普通 調査 2 区表採

胴部上位か ら口綾部 にかけての破 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 487

縄 文 土 器 B （6．0） 片。胴部は外傾 して立ち上が り，口 デ。無文。 雲母，橙色 10％

綾部に至る。 普通 調査 1 区表採

図版 番号 種　　 別

計　　　　　　　　 測　　　　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考

長　 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第302図 40 丸　　　 玉 1．0 0 ．9 0．9 0．1 1．0 表面採 集 D P 34　　　　　　　　　　 100％

41 不 明土 製品 （10．0） （7 ．7） 4．2 （32 1．0） 調査 2 区表面 採集 D P 35

42 泥　 面　 子 2．3 2．3 0．8 4 ．0 表面採 集 D P 3 6　　　　　　　　　　　 100％
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図版番 号 種　　 別

計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長　 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第302図 43 砥　　　 石 （4 ．9） 3．4 1．9 （49 ．0） 凝　 灰　 岩 調 査 2 区表 面採集 Q 35

4 4 尖　 頭　 器 7．8 2 ．0 0。7 11 ．0 ー頁　　　 岩 調査 3 区表面 採集 Q 36　　　　　　　 100 ％

45 砥　　　 石 （8．3 ） 3．8 4．3 （133．0 ） 凝　 灰　 岩 調査 1 区表面採 集 Q 32　　　　　　　　 80 ％

46 臼　　　 玉 1．6 1．6 （0 ．5） 0．3 （2。0 ） 緑 泥 片 岩 調査 1 区表面採 集 Q 3 3

47 臼　　　 玉 1．5 1．5 （0 ．8） 0 ．3 （2．0） 緑 泥 片 岩 調査 1 区 表面採 集 Q 39

第 303図 48 石　　　 鉄 2．1 1．7 0．2 1．0 黒　 曜　 石 表面 採集 Q 34　　　　　　　 100％

図版番 号 種　　 別

計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

長　 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm ） 重 量 （g ）

第303図 4 9 煙　　　 管 （4．7） 1．1 1．1 （9．0 ） M 50　　　 調査 2 区表 面採集　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20 ％

50 煙　　　 管 （5．9 ） 1．5 1．0 ～ 1．4 （12．0） M 51　　 調査 3 区表 面採集　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20 ％

51 煙　　　 管 （4．6 ） 0．9 0 ．6 ～0 ．9 （4．0） M 53　　　 調 査 3 区表面 採集　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20％

52 煙　　　 管 （5．5） 1．1 0．8 （10．0） M 52　　　 表 面採集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20％

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第303図53 平　　　 瓦 （9．9） （17．2） 2．0 （557．0） 調査 2 区表採 T l　　 凹面布 目　　 凸面格子叩き
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第4節　まとめ

熊の山遺跡の調査と整理で得られた成果を，各時代ごとにまとめておきたい。

1　旧石器時代

尖頭器が表土から出土しているのみである。

2　縄文時代

縄文時代の遺構は検出されていない。遺物は，遺構外や表面採集として中期から後期の土器片が数点と石鉄

が出土している。

3　古墳時代

本遺跡の中心となる時期である。4期に分けることができる。

第1期（4世紀）

第409　48，54号住居跡の3軒が該当する。いずれも調査1区の北部で検出されている。住居跡の平面形は方

形または長方形で，3軒とも炉を確認することはできなかった。出土遣物は土師器婆，器台，用，ミニチュア土

器などである。

第2期（5世紀）

第61，115－C号住居跡の2軒が該当する。第61号住屠跡は調査1区の中央部から，第115－C号住屠跡は調

査2区の中央部からそれぞれ検出され，両住居跡とも調査区の比較的高い位置に立地している。住居跡の平面

形は方形または長方形である。出土土器は，土師器高塚，小型壷，紺，杯などである。第61号住居跡から出土

した小型壷中には，土器の赤彩に使用したと考えられる赤色顔料（ベンガラ）が多量に残っていた。（1）

第3期（6世紀）

第1，2，4，7，9－A，9－B，10，11，12，16，18，20，21，31，39，44，46，49，55，60，64，68，78，79，86，

88，90，123，124，130号住居跡と第20号土坑が該当する。調査1区全般，調査2区の東部，調査3区の中央部

から西部，調査4区の中央部から東部の広い範囲で検出されている。特に一辺が6m以上の大型住居跡は，標

高19～21mの位置に立地している。平面形は，方形または長方形で，北竃が主体である。出土遺物は土師器乳

甑，小型婆，高杯，杯が主である。ま不は丸底で，休部と目線部の境に稜があり，口綾部が直立するものが多い。

黒色処理されたものが目立つ。高塀は短脚で，ラッパ状に開き，外面に黒色処理がされている。

第4期（7世紀）

第3，15，19，22，24，26，29，50，56，76，89，119号住居跡の12軒が該当する。調査1区の北部と南部，調査

2区の東部，調査3区の西部，調査4区の中央部の広い範囲から検出されている。平面形は方形または長方形

で，北竃が主体である。第15号住居跡は，竃が北東コーナー部に付設されていた。出土土器は土師器婆，鉢，

小型壷言乳　蓋である。土不はやや小型になり，器高が低くなる。

4　奈良時代

古墳時代，平安時代とともに，本遺跡の中心となる時期である。（8世紀）

第6，8，25，28，37，38，42，52，57，62，66，69，70，72－A，77－A，77－B，83，129号住居跡の18軒が該当

する。調査1区の全般，調査3区の中央部と西部，調査4区の中央部の広い範囲から検出されている。そのう

ち調査1，3区で17軒確認されているのに対し，調査4区からは1軒のみ，調査2区からは検出されていない

ことから，集落の中心が前の時期と比べて，変化してきていることが考えられる。平面形は方形または長方形

で，竃は第18号住居跡が西壁である以外は北壁に付設されている。出土遺物は土師器婆，杯，須恵器婆，甑，
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鉢，高台付杯，杯，盤，蓋であり，土師器に比べ須恵器の出土量が多い。

5　平安時代

古墳時代，奈良時代とともに，本遺跡の中心となる時期である。3期に分けることができる。

第1期（9世紀）

第13－A，13－B，41，51，59，65，67，72－B，73，74，75，80，81，82，99，111，112，122，125号住居跡の19

軒が該当する。調査1区全般，調査2区の西部と中央部，調査3区の中央部，調査4区の中央部と東部の広い

範囲で検出されているが，調査1区から14軒検出したのに対し，調査2，3，4区では，合わせて5軒と非常に

少ない。平面形は方形または長方形で，北竃が主体である。出土遣物は土師器諷　高台付杯，杯，須恵器諷

乳　高乳　鉢，杯のほかに，銑鉄，鉄銑　刀子の鉄製品の出土が多く見られる。

第2期（10世紀）

第14，27，30，32，33，34，35，36，47，63，時91，92，93，94，95，97，98，100，101，102，103，105，106，

107－A，107－B，108，109，110，113，114，115－A，115－B，116，117，118，120，121，126－A，126－B号住居

跡の40軒が該当する。調査1区の北部と中央馳　調査2区の中央部から西部，調査3区の中央部から東部にか

けて検出されている。検出された40軒のうち，37軒が調査2区と調査3区に集中している。平面形は方形また

は長方形で，東壁に竃を付設し，壁外に長く煙道を伸ばした住居跡が多くなる。出土遺物は，土師器亀　甑，

鉢，高台付杯，土師質土器の皿が多い。

第3期（12世紀）

第7，45号墓境の2基が該当する。調査2区の中央部と西部から検出されている。両遺構から和鏡が出土して

いる。（2）

6　中　世

第9，18，24，78，103墓境と第1，2，3，4号地下式境と第1，2，3，4，5，6号井戸と第1号塚が該当する。

また，第1お12，14，16，17，23，36，40，41，88，95，96，104，107，109，110言112，114，115，116，117，123，124号

土坑も同時期の遺構の可能性がある。各遺構とも調査2区の中央部から西部にかけてと，調査4区の中央部か

ら集中して検出されている。各遺構に伴う遺物は出土していない。

7　近世

近世の遺構は検出されていないが，遣物として，煙管の一部や泥面子が表面採集や遺構外から出土している。

註。参考文献

（1）永嶋正春氏の分析によれば，比較的良質のもので，1％の濃度に水で薄めれば熊の山遺跡から出土する土器

に十分赤彩を施すことができるという御教示をいただいた。

（2）青木豊氏から，和鏡全般についての御指導と，12世紀前後の和鏡が，経塚の他に茨城県南西乳　埼玉県

千葉県の墓境から比較的多く出土するという御教示をいただいた。

・長谷川厚「土師器の編年　関東」『古墳時代の研究』第6巻土師器と須恵器　雄山閣1991年5月

e樫村宣布「茨城県南部における鬼高式土器について」『研究ノート』2号　茨城県教育財団1993年7月

・浅井哲也「茨城県内における奈良e平安時代の土器」『研究ノート』創刊号　茨城県教育財団1992年7月

・茨城県『茨城県史料　考古資料編　奈良・平安時代』1995年3月
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4区遺構確認状況



第1・4・5号住居跡

第1号住居跡遺物出土状況

第2号住居跡遺物出土状況
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1





第15号住居跡

第15・16・17号住居跡
第3号土坑

第18・19号住居跡



第19号住居跡竃

第24～27号住居跡



第26号住居跡遺物出土状況

第27号住居跡遺物出土状況

第28号住居跡



第31号住居跡

第32号住居跡

第32号住居跡遺物出土状況



・こト，．二

第33号住居跡

第33号住居跡遺物出土状況

第34号住居跡



第34号住居跡遺物出土状況

第35号住居跡

第35号住居跡遺物出土状況



第36号住居跡

第37号住居跡



第38号住居跡

第39号住居跡

第40号住居跡



第41号住居跡

第42号住居跡

第42号住居跡遺物出土状況
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第43号住居跡

第48号住居跡・

第51号住居跡
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第52号住居跡・第5号土坑

第54～56号住居跡

第54号住居跡遺物出土状況



第55号住居跡

第55号住居跡遺物出土状況

第56号住居跡竃
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第57・59号住居跡

第57号住居跡遺物出土状況

第59号住居跡遺物出土状況



第59号住居跡遺物出土状況

第60号住居跡

第60号住居跡遺物出土状況



第61号住居跡

第63号住居跡



第64号住居跡

第64号住居跡遺物出土状況

第68・69・80・82号住居跡



第68・69号住居跡

第69・82号住居跡

第70号住居跡



第73号住居跡遺物出土状況

第75号住居跡

第77－A号住居跡
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第77－B号住居跡遺物
出土状況

第78号住居跡

第83・84号住居跡



第86号住居跡

第88号住居跡遺物出土状況



第89号住居跡

第89号住居跡遺物出土状況

第90号住居跡



第91号住居跡

第92号住居跡
第68・74号土坑

第92号住居跡遺物出土状況



第93号住居跡・第30号土坑

第94号住居跡



第95号住居跡遺物出土状況

第96号住居跡・第43号土坑
第2号井戸

第97号住居跡・第3号井戸



声′′

第100号住居跡遺物出土状況



第101号住居跡・第27号土坑

第102号住居跡
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